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１．焼土 F－２６断面（S→）

２．撹乱貝層出土の骨角器



例 言

１．本書は、国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部が行う一般国道３６号白老町虎杖浜改良工事に伴

い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成１８（２００６）年度に発掘調査を実施した白老町虎杖浜

２遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。なお平成１１（１９９９）～１３（２００１）年度に当財団が発掘

調査を行い、報告書を刊行している（北埋調報１５８集『白老町虎杖浜２遺跡』・北埋調報１７２集『白

老町虎杖浜２遺跡（２）』）。本書は、その第３回目となる発掘調査の報告書である。

２．調査は、第２調査部第１調査課が担当した。

３．本書の執筆は、遠藤香澄、阿部明義が行い、編集は阿部が行った。

４．整理作業の担当は、阿部である。動物遺存体の整理作業は第１調査部第２調査課土肥研晶の助言

・協力を得た。なお骨角器の分類について、第２調査部第４調査課福井淳一の助言を得た。骨角器

の材について、国立歴史民俗博物館教授 西本豊弘氏・名古屋大学博物館 新美倫子氏に鑑定して

いただいた。また一部の動物遺存体について、東京国立博物館 金子浩昌氏に確認していただいた。

５．遺跡の空中撮影は、株式会社トラスト技研に委託した。現場の写真撮影は阿部のほか、第１調査

部第１調査課立川トマスが行った。遺物の写真撮影は立川が行った。

６．石器などの石材鑑定は、過年度の調査出土遺物などを参照して阿部が行った。

７．調査にあたっては、下記の諸機関および人々のご指導、ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習部文化・スポーツ課

白老町教育委員会 石井和彦、坂本 譲

仙台藩白老元陣屋資料館 武永 真

白老町水産港湾課 谷口英樹

登別市教育委員会 菅野修広

登別縄文どきどきクラブ

苫小牧市博物館 赤石慎三、小玉愛子

東京国立博物館 金子浩昌

国立歴史民俗博物館 西本豊弘

名古屋大学博物館 新美倫子
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記号等の説明

１．遺構は以下の記号によって表記し、過年度調査分に続けて発掘調査順に番号および記号を付した。

「F」：焼土

２．遺構図にはグリッド線に従って、方位記号を付したものがある。方位は真北を示す。発掘区の基

線（北－南、０ライン）は真北に対して西偏１９度２分である。レベルは標高（単位ｍ）を示す。

３．遺構の規模は、「確認面での長軸×短軸／厚さ（深さ）」の順で記した。一部破壊されているもの

や不明確なものについては、現存長を「（ ）」で、不明のものは「－」で示した。

４．掲載した遺構図等の縮尺は原則的に以下のとおりとし、スケールを付した。また変則的なものに

ついても随時スケールを入れている。

遺構実測図 １：４０ 遺物出土分布図 １：４０

土器実測図・拓影図 １：３ 剥片石器実測図 １：２ 礫石器実測図 １：３

石製品 １：２ 骨角器 １：１

５．遺物写真の縮尺は原則的に以下のとおりである。

土器 １：３ 剥片石器 １：２ 礫石器 １：３ 石製品 １：２ 骨角器 任意

６．出土遺物分布図等での表示は、遺物の種類別に略記号やシンボルマークで示した。

７．土層の混合状態を表現するために、以下のように表記してある。

A＋B：Aと Bが同量混じる。 A＞B：Aに Bが少量混じる。

A≫B：Aに Bが微量混じる。 A≒B：Aと Bはほぼ等しい。

８．土層の色調には『新版標準土色帖』（小山・竹原１９６７）を使用し、カラーチャートの番号を付し

たものがある。また、土層の記述には下記の記号・略称を用いた場合がある。

Us－b：有珠 b降下軽石堆積物

B－Tm：白頭山苫小牧火山灰

Ko－g：駒ケ岳 g火山灰
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� 調 査 の 概 要

１．調査要項

事 業 名：一般国道３６号白老町虎杖浜改良工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部

受 託 者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名：虎杖浜２遺跡（北海道教育委員会登載番号 J－１０－１）

所 在 地：白老郡白老町字虎杖浜３２１－１

調査面積：１，７７０�
調査期間：平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

（現地調査 平成１８年５月８日～６月３０日）

２．調査体制

理 事 長 森重 楯一

専 務 理 事 佐藤 俊和（常務理事兼任）

第２調査部長 西田 茂

第１調査課長 遠藤 香澄（発掘担当者）

主 任 阿部 明義（発掘担当者）

３．調査に至る経緯

一般国道３６号白老町虎杖浜改良工事は、国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部が行う白老町字虎

杖浜から登別市本町に至る延長４．６�の四車線拡幅事業である。交通混雑の緩和及び狭小トンネルの

解消、沿道の生活環境整備および登別温泉を中心とする観光拠点地域の支援を主な目的としている。

この国道の「虎杖浜隧道（トンネル）」は白老町南西部、登別市との境界付近に昭和３４（１９５９）年に

竣工した。開通後、年々増加する交通量とあいまって、昭和５０年代半ばよりトンネル周辺部での事故

が多発するようになっていた。昭和６０（１９８５）年には地元住民らによって国道改善促進期成会が組織

され、拡幅の陳情が毎年繰り返し行われてきた。こうしたなか、平成元（１９８９）年に北海道開発局室

蘭開発建設部は国道の四車線化とトンネルをオープンカットに切り替える計画を公表した。拡幅事業

は平成元年に着手され、平成１７年度までに用地補償及び改良・橋梁・舗装工事が進められ、これまで

白老町内と登別市内２か所の延長１．９�について工事が完了、供用されている。

虎杖浜２遺跡の東側を通る町道伏古別一番線（旧国道２８号）の傍らに貝塚があることは昭和６、７

年頃より知られていた（高田１９８５）。昭和３６（１９６１）年に北海道大学の大場利夫らが行ったトレンチ

調査の報告には、昭和３４年の新道（現路線の虎杖浜隧道）貫通の際に崖縁の貝塚がかなりの範囲で破

壊されたことおよび遺物が地面に露出し夥しく散布している状態が記されている（大場ほか１９６２）。

このような状況のもと、昭和５２（１９７７）年に白老町教育委員会は遺跡保存・保護に向けて、古くから

知られている貝塚（A貝塚）を含む約１８，０００�を対象とした試掘調査を実施した。この結果、新た

� 調査の概要
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図�－１ 虎杖浜２遺跡の位置
（この図は国土地理院発行の１：２５０００地形図「登別温泉」に加筆して作成したものである）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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に小規模な貝塚１か所（B貝塚）と竪穴住居跡を含む遺構と推測される窪み２１か所が検出され、虎杖

浜２遺跡のある台地上全体が縄文時代前期後半期の二つの貝塚を伴う大規模な集落跡であることが判

明した（白老町１９７７）。

拡幅工事に係る埋蔵文化財調査については室蘭開発建設部と北海道教育委員会、白老町教育委員会

の三者により協議が進められ、北海道教育委員会は平成２（１９９０）年６月に分布調査を実施した。こ

の結果、A貝塚を含む約９５０�（A１地区）とその南側に隣接する１，２００�(A２地区）の２か所が発掘

調査必要範囲とされた。第一次にあたる発掘調査は平成９（１９９７）年、白老町教育委員会により A

２地区を対象に開始された。調査面積は１，０１０�で、縄文早・前期の土坑・焼土と早期～後期の遺物

が検出されている。この際、本調査と併行し未買収地を除く範囲の試掘調査を実施している。この結

果、A１地区と A２地区の間も包蔵地であることが判明し発掘対象範囲として４，０００�が追加される

こととなった。さらに昭和３３年のトンネル工事中の天井陥没に伴う修復工事の際、A貝塚から運び

込まれたとされる撹乱貝層１，３４０�の存在が確認され「遺物回収区域」と設定された。なお、同年６

月には北海道教育委員会によりトンネル西端（登別市側）地区を対象とした分布調査が行われ、新た

に発見された遺跡は「ポンアヨロ４遺跡」として登載された。ポンアヨロ４遺跡については平成１０年

度に白老町教育委員会が３，５００�を調査し、前年に調査した虎杖浜２遺跡と合わせて報告書を刊行し

ている（白老町１９９９）。また、平成１５年度には当埋蔵文化財センターが第二次の調査を実施した（道

埋文２００４）。

虎杖浜２遺跡の第二次以降の調査は、平成１１（１９９９）年度より財団法人北海道埋蔵文化財センター

が引き継いでいる。平成１１年度の調査範囲は、平成９年度の白老町教育委員会実施の調査区の北側に

隣接する２，５００�である。翌平成１２年度は、遺跡を北西から南東に通る町道伏古別一番線（旧国道２８

号）部分を主体とする２，０００�について調査した。また、当初計画の発掘調査とは別に撹乱貝層の土

壌水洗、遺物収集作業を内容とする「発掘調査」が急遽追加されることとなった。これは平成１２年３月

３１日の有珠山噴火による周辺市町村の被災者を対象とした国の緊急雇用対策事業の一環で、本調査と

併行して７月から１０月までの４か月間実施した。なお、同年９月には北海道教育委員会により、未買

収地との境界の明確な線引きおよび不明座標値の確認作業等を目的とした範囲確認調査が行われた。

これにより未買収地を除く発掘調査必要地域が確定された。平成１３年度は、前年度調査区を挟んで東

西に隣接する A貝塚を含む３地点２，０１０�を調査した。三か年にわたる調査で、竪穴住居跡２８軒をは

じめ土坑墓、土坑、焼土跡、盛土等多数の遺構と土器・石器等合わせて１０万点余りが検出されている。

また、A貝塚と撹乱貝層からは骨・貝製品とともにウニ・貝殻、魚・獣骨片等の多量の動物遺存体

が収集され、貝塚を伴う縄文時代前期後半期の集落の様相が明らかになった（道埋文２００１・２００２）。

平成１７（２００５）年１１月、北海道教育委員会により町道の東側部分約１８，０００�を対象にテストピット

による試掘調査が実施された。この結果、過年度調査区に隣接する範囲で遺物が検出され、撹乱貝層

の続きも確認されたことから要発掘調査範囲および遺物回収区合わせて約１，５００�が設定された。

平成１８年度の調査は第五次にあたる。前年に設定された撹乱貝層の遺物回収区２００�を含む１，７７０�
を対象とし、５月８日から開始した。調査区は台地の縁辺部に続く急斜面で、調査前は台地面とほぼ

同じ高さまで盛り土がなされた状態であった。最も標高の低い斜面下では厚さが５ｍ以上もあり、危

険が伴うことから除去せずにそのまま残し、発掘調査は保留した。最終的に北海道教育委員会の指導

により、北東斜面下部２４０�については調査対象から除外することとなった。また、撹乱貝層の北側

への拡がりが判明したことから４０�を調査範囲に追加した。発掘調査は６月３０日に終了し、７月から

江別市の埋蔵文化財センター事務所で整理作業を開始した。 （遠藤香澄）

� 調査の概要
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４．調査の方法

（１）発掘区の設定 〔図�－３〕

発掘区の境界となるグリッド線は、平成９年に白老町教育委員会が設定したラインを踏襲した。全

調査区域の南西端を基点（A－０）として５ｍごとのメッシュでラインを設け、南から北に向かい

A、B、C……、西から東に向かい０、１、２、３……としてアルファベッドと算用数字を組み合わ

せて各交点の名称とした。各交点に杭を打ち、５ｍ×５ｍで区画された正方形のマスを各発掘区とし、

その北西側の交点を発掘区の名称とした註１。南北のグリッド線は、真北から１９°０１′３２″西側へ傾

いている。

基準杭の座標値の成果は以下に記した（世界測地系）。座標系は平面直角座標系第１２系である。

調査区基準杭 B－２５ X＝－１７０，８５４．４６４ｍ Y＝－８６，６４６．６１０ｍ h＝４５．７１７ｍ

調査区内基準杭 L－１５ X＝－１７０，８２３．４９４ｍ Y＝－８６，７１０．１８０ｍ h＝４１．５９６ｍ

註１：平成９年の設定では各発掘区の南西側の交点がその発掘区の名称となっていたが、平成１１年から変更している。

（２）発掘調査の方法と過程 〔図版１・７・８〕

表土等の除去

試掘調査や過年度調査の成果に基づき、Us－b降下軽石層以下を調査対象とした。表土（�層）

・黒色土（�層）・Us－b降下軽石層（�層）を重機で除去した。

掘削前の地形では、調査区中央部付近に平坦面や複雑な起伏があり小規模な捨て場などの遺構が存

在することが想定されたが、現代の盛土が堆積していたものであった。この盛り土は斜面を平坦化す

るように最大約４ｍの厚さで堆積しており、軽石・砂利を主体として水はけが良い。下方の国道への

土砂等流出防止のために施工したものと思われるものである。

調査区北部側は、撹乱貝層のある部分以外は地山に達し、遺物包含層が残存していない。

発掘調査区の調査

�層（黒色土）上面の精査後、遺物包含層の堆積状況を把握するため、傾斜に沿う２本の溝（トレ

ンチ）を掘削した。その結果、調査対象の�層（黒色土）～�層（漸移層）が標高の低い方に向かっ

て厚みを増し、最大約１ｍに達していることがわかった。

続いて調査区全体の様相を早急に把握するため、２５％調査を行った。ただし発掘区のラインが地形

の傾斜方向と異なる部分は、若干の変更を加えている。調査の結果、遺構は数少なく、遺物も予想よ

り少ないことがわかった。

残りの発掘区の遺物包含層調査および遺構調査を順次行った。土層がやや厚く、傾斜が大きく、さ

らに天候不順による現地作業時間の制約があり、多くの発掘区でスコップを併用して調査を行った。

遺構は検出しだいその都度調査した。

まとまって出土した遺物（一括出土遺物）は、出土状況を実測した。それ以外の包含層出土の土器

・石器などは層位別・発掘区別ごとにまとめてとりあげた（「グリッドあげ」）。

撹乱貝層の調査

調査区北部の崖下に残存していた撹乱貝層について、�最も残りの良い北端部のブロックの一部を

残し、�それ以外を重機で台地上に引き上げた。

�については、まず貝層の濃淡を把握するため断面を精査し作図した。この撹乱貝層ブロックのう

ち、貝が密に含まれている層の大部分とその上位の一部を水洗による遺物回収の対象とした。土嚢袋

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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を用いて水洗場へ運搬し、計量・水洗・乾燥などの諸作業を行った。土器・石器や骨、貝などの一次

選別は、雨天時などを利用して行った。

�については、含まれる貝の密度が小さいことやゴミ・土砂が多いことなどから、肉眼による遺物

回収対象とした。重機で台地上に引き上げた土壌を移植ゴデ・ひねり鎌などを用いて掘り起こし、土

器・石器・骨角器などの人工遺物を探索、回収した。また獣骨など大型の動物遺存体の大部分も回収

した。

記録類は、地形測量図・土層断面図・遺構平面図・遺構断面図・遺物出土状況図などを作成した。

写真撮影は、リバーサル３５�判・６×７判、モノクローム６×７判のほか、デジタルカメラを用いた。

（３）整理作業の方法と過程

一次整理

現地で水洗・分類・遺物注記・遺物台帳作成などを行った。注記は小片および礫を除く、すべての

土器・石器に行った。

※遺物注記内容

「遺跡名」．「発掘区」または「遺構名」．「層位」．「遺物番号（点上げ）」

例； （遺構） コ２．F２８．上面．１

（撹乱貝層） コ２．カク貝．B

（包含層） コ２．M１４．�
撹乱貝層回収遺物については上記記載の通り、水洗の後、小型乾燥室において十分乾燥させ、雨天

時などを利用して土器・石器等の人工遺物や獣骨・魚骨を抽出した。また小片以外の貝類も回収し

た。抽出後には、小貝片・ウニ殻・小礫やゴミなどが残り、調査時間や内容から薄型コンテナ９箱分

についてのみさらに細分しその内容および量を確認した。このデータをもとに、「小貝片・ウニ殻・

小礫やゴミ」の全体量を推計した。

二次整理

江別市の北海道埋蔵文化財センター整理作業棟で行った。土器は、接合・復元作業を行い、接合デ

ータが少数得られ、１個体の土器を復元した。また５７点について拓本作業を行った。復元された土器

の実測作業、図版作成・一覧表作成・写真撮影を行った。石器は分類の見直し、接合の後、報告書掲

載用石器の選び出し・実測・トレースを行った。

撹乱貝層から回収した自然遺物について、獣骨・魚骨はまず同定可能とみられるものとそれ以外（フ

レイク）を分離した後、過年度の資料や現生骨格標本などをもとに同定作業を進めた。なお、骨格標

本の提供など、第１調査部第２調査課土肥研晶の協力を得た。

そのほか、遺構図面の作成、遺物の写真撮影、表作成、原稿執筆を行い、報告書編集作業を行った。

遺物・記録類の保管

整理終了後の遺物は「報告書掲載遺物」と「非掲載遺物」に区分してコンテナに収め、「遺物収納

台帳」に記載した。本報告書刊行後、白老町教育委員会に保管される。

写真・図面等の記録類は、当センターで保管される。

� 調査の概要
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５．土層の区分 〔図�－４ 図版３〕

過年度調査の区分をもとに、今年度調査区内とその壁面で観察し区分した。

�層：表土・盛土

黒褐色～黒色（１０YR ３／１～２／１）の砂混じりの腐植土。層厚１０～２０�。カシワやヤナギ、イタドリ

などの草木の根が繁茂している。調査区北部の撹乱貝層上では、破砕された貝片が散在する。

また調査区中央部では、褐色土壌や灰黄褐色の軽石を主体とする、国道工事によるものとみられる

盛土・砂利が湾状の地形を埋めるように堆積しており、最大約４ｍに達していた。

�層：黒色土

近世以降の形成層。黒色（１０YR ２／１）で、やや砂質である。粘性弱、しまりやや強。調査区中央部

～南部に残存し、層厚は１０～１５�であるが南部はやや薄い。下端層界はやや明瞭で、おおむね平坦で

ある。

�層：有珠 b降下軽石層〔Us－b〕

１６６３年の有珠山噴火により降下した噴出物の堆積層。調査区中央部～南部に分布し、層厚は約２０�。

上位３～５�は灰黄褐色（１０YR ４／２）のシルト質土。中位１５�前後は明黄褐色（１０YR ７／６）から灰白

色を呈する径１～３�の軽石が主体。下位３�程度は褐色（１０YR ４／４）の小礫混じりシルト質土。下

端層界は明瞭で、おおむね平坦である。

�層：黒色土

縄文時代早期から近世初頭の形成層。黒色（１０YR １．７／１）。粘性やや強、しまりやや強～中。調査

区中央部～南部に分布し、層厚はおおむね４０～５０�だが、斜面上位で約２０�、下位が約９０�に達する。

調査区南部は細かい根を多く含む。下端層界はやや不明瞭で、波状をなす。

�層：白頭山－苫小牧火山灰〔B－Tm〕

層として明瞭には確認できなかったが、調査区中央部の J－Kライントレンチでの土層断面で、�
層の上位に火山灰を含む暗褐色をなす５�程度の薄層が部分的に確認されている。

�層：幌別火山灰（駒ケ岳 g火山灰〔Ko－g〕）

調査区の大部分では明瞭には特定できなかったが、火山灰と推定されるものが南部の斜面下側など

に部分的にみられる。

�層：漸移層

黒褐色～褐色（１０YR ２／２～４／４）。粘性やや強、しまり中～やや弱。黒褐色土と褐色土が不均質に混

じる部分が多い。調査区中央部～南部に分布し、層厚は１０～２０�だが、中央部の斜面下位は薄い。下

端層界はやや不明瞭で波状をなす。

�層：地山

�a層：黄褐色（１０YR ５／６～５／８）の粘質土。粘性やや強、しまりやや弱。径５～１０�程度の扁平

な堆積岩や軽石を１０％前後含む。

�b層：にぶい黄褐色（１０YR ５／４）の砂質土。粘性ほとんどなし、しまり非常に強。径５～１０�程

度の扁平な堆積岩や軽石を多量に含む。調査区北部の削平部分で観察できる。

斜面の傾斜に沿うトレンチを２本掘削し、土層断面図を作成した。一つはMラインに平行するも

ので、もう一つは Jから Kにグリッドをまたぐものである（図�－４）。

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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６．遺物の分類

（１）土器

�群 縄文時代早期に属する土器群

a類：貝殻腹縁文・条痕文・沈線文のある土器群。中野 A式（物見台式）・虎杖浜式・アルトリ

式に相当するもの。

b類：撚糸文・絡条体圧痕文・短縄文などが施される土器群。東釧路系土器群。

中茶路式・東釧路�式。

�群 縄文時代前期に属する土器群

a類：いわゆる縄文尖底土器。静内中野式などに相当するもの。

b類：円筒下層式に相当するもの。白座式・大木２～３式も含む。当遺跡の主体をなす。

�群 縄文時代中期に属する土器群

a類：円筒上層式・見晴町式などに相当するもの。

b類：天神山式・柏木川式・北筒式に相当するもの。今回出土していない。

�群 縄文時代後期に属する土器群

a類：初頭～前葉の土器。余市式・タプコプ式・入江式に属するもの。

b類：中葉の土器。ウサクマイ C式・手稲式・�澗式に属するもの。今回出土していない。

c類：後葉の土器。堂林式・三ツ谷式相当・御殿山式に属するもの。

�群 縄文時代晩期に属する土器群

�群 続縄文時代に属する土器群（今回出土していない）

�群 擦文時代に属する土器群（今回出土していない）

（２）石器等

以下の器種に分類した。

剥片石器 礫石器（磨製石器含む）

石鏃 石斧・磨製石斧・石斧原材

石槍（またはナイフ） たたき石

石錐 すり石・北海道式石冠

つまみ付きナイフ 石鋸

スクレイパー 砥石

Rフレイク 石錘

Uフレイク 台石

フレイク 石皿

石核 礫（石器ではないが出土遺物扱い）

石製品

（３）その他の人工遺物

骨角器

銛頭、刺突具、髪針、針など

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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７．調査結果の概要 〔図�－５・６ 表�－１〕

今年度の調査区は、過年度に発掘調査が行われた台地上の調査区の東側斜面１，７７０�である。調査

区北部は虎杖浜トンネルの真上にあたり、以前の工事のため崖が掘削され平坦になっている。もとは

台地上に形成された貝塚から押土されたとみられる貝層が堆積していた（「撹乱貝層」）。調査区中部

～南部は斜面で、有珠 b降下軽石層下に遺物包含層である黒色土が２０～９０�堆積していた。

調査の結果、上記の「撹乱貝層」と焼土６ヵ所が検出された。焼土はすべて斜面の�層中で検出さ

れた。焼土のうち一ヵ所は厚さ２０�ほどの被熱層をもち、焼土の周辺の斜面上方と下方に遺物が散在

していた。「撹乱貝層」は調査区北端部約１２０�の範囲に最大約２．５ｍの厚さをもって堆積していた。

貝類は破砕されたものが多く、現代のゴミが多量に含まれている。

遺物は、計１，２００点あまり出土した。土器３２４点、石器８６７点、骨角器１８点である。今までの調査同

様、石器類の出土量に比べ土器が少ない。また撹乱貝層から手取りのほか水洗により約３０１�の動物

遺存体を回収した。

土器は、撹乱貝層出土のものはほとんどが円筒下層 a式である。調査区中部～南部の遺物包含層

では、黒色土（�層）上位～中位にかけて縄文前期～晩期、黒色土下位～漸移層にかけて縄文早期の

土器が主に出土している。石器は、撹乱貝層から水洗で得られたフレイクがおよそ８割を占める。定

形的石器では石鏃・つまみ付きナイフ・石斧・北海道式石冠・石錘が多い。特に長さ１６�に及ぶ大型

の頁岩製つまみ付きナイフは目を見張るものである。骨角器は、銛頭・骨針・装身具など形状が明瞭

なものが数少ないながらもみられる。

動物遺存体については、平成１２・１３年の A貝塚および撹乱貝層の調査で詳細な同定・分析が行わ

れており、今年度は過年度のような綿密な調査は行っていないが、内容はこれにおおむね準じる。貝

類は推計約２１１�で、ヤマトシジミ・コタマガイ・ウバガイ・イガイ・アサリ・マガキなどの二枚貝、

チヂミボラ・ヒメエゾボラ・タマキビガイなどの巻貝がある。ウニは推計約６３�と多量で、キタムラ

サキウニが多い。殻が目立つが、棘や口器・囲腔部片も多く検出されている。魚類はブリ・マダイ・

ヒラメなど暖流域に見られるものが多く、ほかにカサゴ類・サバ・カレイなどがある。鳥類はカモメ

類などわずかにみられる。哺乳類は、陸棲動物ではニホンジカが最も多く、海獣類ではアシカ・オッ

トセイなどがある。

（阿部明義）
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表�―１ 平成１８年度調査区遺物集計表

撹乱貝層 遺構 包含層
合計

種別 分類 A B C 計 焼土 �層 �層 表採 計

土器 �a １ １ １３ １ １４ １５

�b １７ ２ １ ２０ ２０

�a １ １ ２ ３ ３ ５

�b １８ ８２ ８ １０８ １０１ １０１ ２０９

�a ５１ ５１ ５１

�c～� ７ ７ ７

� １７ １７ １７

土器等合計 １９ ８４ ８ １１１ ２０９ ３ １ ２１３ ３２４

石器等 石鏃 １ ５ ６ ２ ２ ８

石槍 １ １ １ １ ２

つまみ付きナイフ ５ １１ １６ ５ １ ６ ２２

スクレイパー １ １ １

石斧 １ １ １

磨製石斧 １ ４ ２ ７ １ １３ １３ ２１

石鋸 １ １ １

たたき石 １ １ ３ ３ ４

すり石 １ １ ２ ２ ２ ４

北海道式石冠 ２ ４ ６ ８ ８ １４

石錘 ７ ５ １ １３ ９ ９ ２２

台石 １ １ １

石皿 １ １ １ １ ２

Rフレイク ４ ６ １０ ２ ２ １２

Uフレイク １ １ １

フレイク ７８ ６２５ ６ ７０９ ６ １ ７ ７１６

加工痕ある礫 １ １ ２ ２ ２ ４

礫等 １ ５ ２ ８ ２２ ２２ ３０

石製品 軽石製品 １ １ １

石器・礫等合計 １０１ ６７２ １２ ７８５ １ ７９ ２ ８１ ８６７

骨角器 ２ １６ １８ １８

遺物合計 １２２ ７７２ ２０ ９１４ １ ２８８ ３ ３ ２９４ １２０９

その他 獣骨・魚骨等２６．２�、貝（ウニ殻含む）約２７５�、炭化物

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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� 遺跡の立地と周辺の遺跡

１．遺跡の立地と環境

（１）位置と地名の由来 〔図�－１・�－１〕

遺跡は白老町の西端部、ＪＲ室蘭本線登別駅の北東約１�に位置する。標高約５０ｍの段丘上にあり、

遺跡の直下には札幌－室蘭を結ぶ交通の大動脈である国道３６号線の虎杖浜隧道が貫通している。遺跡

から３～４�北方には風光明媚なカルデラ湖である倶多楽湖、その西側には全国有数の温泉地である

登別温泉がある。遺跡周辺もまた虎杖浜温泉として知られ、良質な温泉が湧出している。

遺跡周辺は、もとは「アヨロ」・「ポンアヨロ」とよばれていた（図�－１）。「アヨロ」は「アヨ

ロコタン」（アイ・オロ・オ・コタン：〔矢・そこ・に群生する・部落〕）の下略形かとされ、アヨロ

川の河口にあった部落付近では今も石鏃が出るという、と説明されている（知里・山田１９５８）。付近

にあるアヨロ温泉内の解説板にも同様の説明がなされている。

「虎杖浜」という地名は、アイヌ語のクッタルシ（Kuttar-us・i：オオイタドリ・群生している・

所）をイタドリの漢名である「虎杖」に意訳し名づけられたといわれる（知里・山田１９５８）。最初に

「虎杖」が用いられたのは、大正３年（１９１４年）に名づけられた「虎杖小学校」である。その後昭和

３年（１９２８年）、この地区に国鉄室蘭本線の駅が新設され「虎杖浜駅」としたことから、周辺も「虎

杖浜」と呼ぶようになったという。昭和１４年（１９３８年）には「クッタリウス」・「アヨロ」ほか周辺

の字名を統一して「字虎杖浜」となった。

（２）遺跡周辺の地形・環境 〔図�－２・�－１〕

白老町の海岸線は直線的な砂浜が続くが、虎杖浜付近では海側に段丘が張り出し、岩礁が露出し浸

食されて断崖をなすところが多い。この張り出した海岸段丘は、４万年以上前に爆発した倶多楽火山

の外輪山麓から続く樹枝状にのびる台地の南端部にあたる。虎杖浜２遺跡もこの溶岩台地の段丘上に

あり、海から約７００ｍ内陸に入った地点にある。台地の北東側と南西側を倶多楽火山の南麓を源とす

るアヨロ川とポンアヨロ川が流下し、台地を開析している。

過年度の調査区はこの段丘上にあり、今回の調査区はこの段丘の東縁辺部にあたる（図�－２）。

今調査区内の標高は約３９～４７ｍで、調査区北部の削平部を除き、西から東への斜面になっているとこ

ろがほとんどである。台地上では笹が繁茂している範囲が広いが、斜面は広葉樹林地となっている。

また地名由来のイタドリ（虎杖）も繁茂している。

遺跡の東方の段丘下には沖積地が広がり、縄文時代前期の海進時には入り江をなしていたか、もし

くは入り江に近い浜辺であったと推察される。虎杖浜地区の沿岸は現在も魚介類が豊富で、名産のた

らこなど水産加工業や漁業が盛んであるが、当時もさまざまな水産資源に恵まれていたであろうこと

は、過年度の貝塚調査の結果からも十分推察される。また適度な流量をもつ河川が付近にあり、森林

に覆われた山腹～山麓という環境から、陸上の比較的狭い範囲においても多様な動植物の獲得が期待

できる。 （阿部）

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図�－１ 周辺の地形

（大正９年（１９２０）陸地測量部発行五万分一地形図苫小牧十三号・十四号を使用）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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２．周辺の遺跡 〔図�－２ 表�－１ 図版２〕

平成１８（２００６）年１１月現在、白老町内で北海道教育委員会作成の埋蔵文化財包蔵地カードに登載さ
くっ た ら

れている遺跡は４３か所である。白老町竹浦から虎杖浜にかけての地区は倶多楽火山の外輪山麓から続

く標高６０～１００ｍの倶多楽台地が広がっており、その縁辺部には縄文時代、続縄文時代、擦文文化期、

アイヌ文化期にかけての遺跡が点在している。虎杖浜地区には２１か所の遺跡が集中し、これらの大半

は台地を開析して太平洋に注ぐポンアヨロ川、アヨロ川、オモンベツ川によって形成された段丘上に

ある。一段低い海岸段丘や標高７ｍ前後の古砂丘上にも少数ながら認められる。ここではこれまでに

調査、報告された遺跡の内容および包蔵地カードをもとに時期の順に記載することとする。なお、遺

跡のあとの（ ）内の数字は J－１０－に続く遺跡登載番号で、一覧表・分布図の番号と一致する。

縄文早期

早期前半期の貝殻文系土器とこれに関連する資料はポンアヨロ４・虎杖浜１・虎杖浜２・虎杖浜３

・虎杖浜５遺跡から得られている。ポンアヨロ４遺跡（４１）は虎杖浜２遺跡と同じ段丘上、西側へ３００

ｍほど離れた地点である。虎杖浜２遺跡同様、国道３６号拡幅工事に伴い平成１０年度と平成１５年度の二

次にわたり調査が行われた。このうち平成１０（１９９８）年の調査で「幌別火山灰層」（駒ケ岳 g火山灰）

の下位の層から早期の土器が出土し、「第１群１類土器」として報告されている。口縁部に円形刺突

文がめぐるもの（白老町１９９９の第４－４５図１）と縦位に粗い条痕文がある（同４５図２）いずれも無文

の土器、平底の底部（同４５図３）および貝殻条痕・背圧痕文のもの等である。また、平成１５年度の第

二次にあたる調査では、「地点は異なるがほぼ同じ層位」（５０ｍ程離れている）から物見台式土器が出

土している（道埋文２００４）。縦位に粗い条痕文のある土器は写真図版を併せて見ると、口唇形状、器

形から道東部の暁式、胆振地方では旧鵡川町二宮出土の資料（藤本１９６１）との関連性をうかがわせる

ものである。また、平底の底部はやや張り出す形態のもので指頭圧痕があり、暁式の特徴と共通する。

これらは「円孔文土器」の存在を含め、物見台式と暁式との編年関係を考えるうえで注目される資料

である。虎杖浜３遺跡Ｃ地点で報告されている刺突文のめぐる資料も同じ類であろう（道埋文１９８３）。

このほか物見台式はごく少量ではあるが虎杖浜２遺跡にも認められる。

昭和３６（１９６１）年に調査が行われた虎杖浜１遺跡（２）は縄文早期の標式遺跡として知られている。

中央に炉をもつ隅丸円形の竪穴住居跡１軒が調査され、竪穴内部から出土した沈線文、貝殻腹縁文を

特徴とする平底土器（第一類）、箆状工具で整形された無文の丸底（？）土器（第二類）、および竪穴

外壁から出土した無文の砲弾形に近い尖底土器（第三類）は同一文化層内のものと判断され「虎杖浜

式」と名付けられた（大場・扇谷・竹田１９６２）。北海道縦貫自動車道の建設に伴い昭和５５・５７年度に

実施された虎杖浜３遺跡（１２）の調査では、Ａ～Ｃ各地点から貝殻条痕文、貝殻腹縁文、沈線文、刺

突文、押引き文を単独または複合して施文する貝殻文系土器群（�群 a－２類）が出土している。と

くに C地点では量的にはさほど多くはないが復元資料がまとまって得られている。これらの土器群

の多くは「虎杖浜式」の範疇に収まるものであるが多様で複雑な文様構成が認められる。虎杖浜式の

内容を再検討するうえで良好な資料である。また、同 A地点からは上坂式・アルトリ式のまとまっ

た資料が得られている（道埋文１９８３）。このほか虎杖浜２遺跡には縦位の貝殻腹縁文の施された駒場

式の類、虎杖浜式、アルトリ式が散見される。

虎杖浜５遺跡（１５）（図版２－８）では石刃鏃、石刃、エンドスクレイパーを含む遺物が採集され

ている。同時に発見された早期の土器には貝殻沈線文・条痕文系のもの、中茶路式かと見られるもの

があり、石刃鏃についてはアルトリ式土器に関連するものと理解されている（佐藤・工藤１９８０）。こ

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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表�－１ 周辺の遺跡一覧

� 遺跡名 種別 時期 標高（ｍ） 発掘調査歴等 文献 備考

１ 虎杖浜２ 貝塚・集落跡 縄文早～晩期 ４６～５１

１９６１大場利夫ほか、１９７７
白老町（岡田宏明ほか）、
１９９７白老町（工藤肇ほ
か）、１９９９～２００１・２００６道
埋文

大場 他１９６２、白
老町１９７８・１９９９、
道埋文
２００１・２００２・
２００７

２ 虎杖浜１ 集落跡 縄文早期 １２～２０ １９６１大場ほか 大場他１９６２ 虎杖浜式

３ アヨロ 墓跡・集落跡 続縄文～擦文 ６～７
１９５３名取武光・峰山巌、
１９７８・１９７９白老町（高橋
正勝ほか）

名取・峰山１９６２、
白老町１９８０

４ カムイエカシチャシ チャシ跡 アイヌ文化期 ２５～２９ １９７６岡田ほか 白老町１９７７

６ カムイミンタルチャシ チャシ跡 アイヌ文化期 ２０～３０

７ アヨロ川傍 遺物包含地 続縄文 ２５～３５ 旧ポンアヨロ
Ａ～Ｃ遺跡

８ ポンアヨロ 遺物包含地 縄文前期 ３５～４０
旧ポンアヨロ
Ｄ遺跡

９ 虎杖浜７ 遺物包含地 縄文晩期～続縄文 ７～８ 白老町１９９９ ほとんど消滅

１２ 虎杖浜３ 集落跡 縄文早～後期 １８～２４ １９８０・１９８２道埋文 道埋文１９８３

１４ 虎杖浜４ 集落跡 縄文前～晩期、続縄文 ９～１２ １９８０道埋文 道埋文１９８１

１５ 虎杖浜５ 集落跡 縄文早～後期・続縄文 １０～１２ 佐藤・工藤１９８０

１６ 虎杖浜６ 遺物包含地 縄文中・後期 １０～１８

２０ ポンアヨロ２ 遺物包含地 縄文前・中期 ３０～４０

２１ 虎杖浜８ 集落跡 縄文前期 １４～２０

２２ 虎杖浜９ 貝塚 縄文前～後期 ２８～３２ １９９７二階堂啓也・乾哲也踏
査 白老町１９９９

２６ 虎杖浜１０ 遺物包含地 縄文晩期 ７～８

２７ 虎杖浜１１ 遺物包含地 縄文前・中期 １４～１８ 土砂採取で大
半を失う

２８ ポンアヨロ３ 遺物包含地 縄文前・中期 ２５～２８

４０ 虎杖浜１２ 遺物包含地 縄文中期 １０～２０

４１ ポンアヨロ４ 集落跡 縄文早～晩期 ２０～３２ １９９８白老町（工藤肇ほ
か）、２００３道埋文

白老町１９９９、道
埋文２００４

４３ 虎杖浜１３ 遺物包含地 縄文前期 ４５～５０ １９９９道教委分布調査 白老町１９９９

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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のほか石刃鏃文化期の遺物は虎杖浜３遺跡 B地点に石刃１点（接合資料）がある（道埋文１９８３）。

早期後半期の東釧路式系の資料は、ポンアヨロ４遺跡で東釧路�式土器が得られている。右撚りの

縄と左撚りの縄を合せて撚る直前段合撚りの原体による施文のもので、内面に条痕がある（道埋文

２００４）。同種の原体による資料は平成１０年度の調査で早期「第１群３類土器」として報告された中に

も２点認められる（白老町１９９９の第４－５０図８０・８１）。同じく「３類土器」のうち、同一原体で羽状

縄文が施された口縁部破片（同５０図７４）も施文の特色から東釧路�式とみなされるものである。

続く東釧路�式・コッタロ式期の資料は虎杖浜３遺跡（１２）Ａ～Ｄ地点から得られている。Ａ地点

からは豊富な土器とともに東釧路�式期の仮小屋的施設とみられる竪穴２軒、これに類する機能を持

つと推測される大型土坑１基および墓の可能性があるもの８基を含む土坑や多数の焼土跡が検出され

ている。墓の可能性のある土坑は石鏃・石槍・すり石（P－２）、大型礫と土器（P－８）、石鏃とつ

まみ付きナイフ（P－２０）などが伴うものである。コッタロ式土器は A地点から出土している（道埋

文１９８３）。

中茶路式期は平成１０年度調査のポンアヨロ４遺跡から良好な資料が得られている。大半が中茶路式

期に属すると判断される土坑は、８０基ほどが１０か所にまとまり環状に分布している。径１ｍ、深さ１

ｍに満たない小型袋状土坑や粘土が充填された土坑があり、これらを含めた土坑群と周辺部にある焼

土跡との関係が注意される。ほかに大型の石皿片を伴う集石遺構も検出されている。中茶路式土器も

豊富で東釧路�式への移行の様相をうかがえる資料もある（白老町１９９９）。

東釧路�式土器は虎杖浜３遺跡 A地点にややまとまってあるほか、同遺跡 C地点、ポンアヨロ４

遺跡、カムイエカシチャシ跡（白老町１９７７）にわずかにある。

縄文前期

前期前半期の資料は、虎杖浜１３遺跡（４３）で器形を知りえる春日町式土器の個体が発見されてい

る。平成１１（１９９９）年度の北海道教育委員会による範囲確認調査で得られたもので、検出された土坑

も前期のものである（白老町１９９９）。静内中野式土器はポンアヨロ４遺跡で３０個体ほどとややまとま

ってあり、同時期の大型石皿片をともなう集石遺構２基が報告されている（白老町１９９９）。静内中野

式はこのほか虎杖浜２・虎杖浜５・虎杖浜３遺跡 A地点、カムイエカシチャシ跡にも散見される。

前期後半期の資料はポンアヨロ４遺跡で東北地方からの搬入品とみられる円筒下層 a式直前の白

座式あるいは大木２式相当とされる土器が出土している。関連する資料は虎杖浜２遺跡に大木２a式

に近いものがあり（白老町１９９９）、さらに同遺跡では大木３式とみなされる資料が静内中野式や円筒

下層 a式土器と一緒に出土している（白老町１９７８）。虎杖浜４遺跡（１４）は北海道縦貫自動車道建設

に伴い調査された遺跡である（図版２－７）。狭い範囲の調査であったが、円筒下層 d式土器が多量

に得られ、同時期の竪穴住居跡５軒が検出されている。平面形が分かるものは１軒で、長径５ｍほど

の楕円形で地床炉がありベンチ状の構造を持つものである。長径が１２ｍほどあり、２か所に石囲い炉

をもつ大型の竪穴もある。円筒下層 d式に伴うサケタイプの魚骨回転文のある土器片が報告されて

いる（道埋文１９８１、大沼１９８５）。円筒下層式の資料は虎杖浜５遺跡でも採集されている（佐藤・工藤

１９８０）。また、アヨロ川中流域の東岸にある虎杖浜８遺跡（２１）は昭和６２（１９８７）年の白老町教育委

員会の分布調査で発見された前期の遺跡である。南向きの緩斜面から竪穴住居跡と推測される深さ２５

～３０�の窪みが３か所で確認され、地形測量が行われている（白老町１９８９）。

縄文中期

中期前葉の円筒土器上層式土器が虎杖浜３遺跡 C・D地点、虎杖浜４・虎杖浜５・虎杖浜１２遺跡、

カムイエカシチャシ跡から、中期中葉～後葉の天神山式・柏木川式・北筒式土器は虎杖浜３遺跡 B

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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地点、虎杖浜４・ポンアヨロ４遺跡から得られている。このうちポンアヨロ４遺跡では北筒式期前後

の構築と推定される住居跡４軒と土坑が検出され、当該期の遺物も比較的多く出土している。住居跡

は２軒ずつが調査区南東側と西側に数十メートルの距離おいて位置し、このうち２軒は重複してい

る。３軒は長径が４～４．５ｍ、平面形が楕円形、隅丸長方形、不整楕円形のもので地床炉がある。２

か所にある例もある。土坑は１２基ほど認められ、主に住居跡の周辺部に分布している。平面形はほと

んどが不整楕円形で、長径が２～３ｍ内外で断面形が深皿状のものと１ｍに納まるほどの小型で深皿

状、柱穴状のものがある（白老町１９９９）。

縄文後期

後期前葉では、虎杖浜３遺跡 B地点で余市式期の住居跡１軒と焼土を伴う住居的施設２基が検出

されている。住居跡は長径８ｍほどの長円形、石囲い炉を持つもので火災住居の可能性がある（道埋

文１９８３）。このほか余市式、手稲砂山式（ニセコ式）、大津式の類は虎杖浜４遺跡に比較的多くあるほ

か、余市式はポンアヨロ４遺跡にも認められる。虎杖浜９遺跡（２２）は平成９（１９９７）年の現地踏査

で貝塚の存在が知られた。太平洋を臨む東崖面に厚さ２３�ほどの貝層があり、エゾイガイなどの岩礁

性貝類を主体とする天祐寺式期に形成された貝塚であることが判明した。貝層露頭の西側崖面から土

器が多数採集されたことから、集落跡の存在も予想されている（白老町１９９９）。

後期中葉～末葉の資料はあまり多くはない。手稲式の復元土器が虎杖浜２遺跡にある（道埋文

２００１）。虎杖浜３遺跡 B地点では、坑口から坑底にかけて焼土が充填され、�澗式土器が副葬された

墓（P－３）が調査されている（道埋文１９８３）。このほか堂林式など後葉の資料は虎杖浜３遺跡 D地

点、虎杖浜４・アヨロ遺跡に、末葉の御殿山式の類は虎杖浜２遺跡にいずれも断片的にある。

縄文晩期

標高５ｍ程の古砂丘上にある虎杖浜７遺跡（９）はその大部分が消滅している可能性はあるが、大

洞 A式に相当する大型の壷形土器が倒立した状態で発見されている（白老町１９９９）。また、北東側に

５００ｍ程離れて位置する虎杖浜１０遺跡（２６）も晩期に属する遺跡である。このほか晩期の資料はアヨ

ロ・虎杖浜４・ポンアヨロ４遺跡に散見される。

続縄文時代

前葉の恵山文化期ではアヨロ川河口右岸の海岸段丘上にあるアヨロ遺跡（３）が古くから知られて

いる（図版２－１）。昭和５３・５４年に行われた本格的調査では、６５基の土坑墓と３軒の住居跡が検出

された。これら遺構の年代は大狩部式に併行する恵山式の古い段階から後北式併行期までのほぼ全期

間にわたるものである。墓坑からは各種の石器類、石製装飾品、碧玉製管玉、琥珀製平玉そして土器

など多くの副葬品が出土した。副葬された土器は１００個体以上にのぼり、恵山式土器の器種構成が明

らかになった。その成果は当該期の墓制の解明および、土器型式の細分・編年などその後の研究に大

きな指針を与えることとなった。このほか湧水を利用したとみられる「井戸様遺構」が注目される（白

老町１９８０）。墓坑出土の土器および琥珀製装身具は町文化財に指定されている。恵山式土器はこのほ
かわばた

か虎杖浜３遺跡 D地点、虎杖浜４・虎杖浜５遺跡でわずかに得られている。虎杖浜７・アヨロ川傍

遺跡も同時期である。後北式土器は虎杖浜４遺跡で注口土器の破片が出土している。

擦文文化期

アヨロ遺跡から得られている（名取・峰山１９６２、白老町１９８０）。昭和２８（１９５３）年に行われた最初

の調査報告では、擦文土器は無文で口縁部に外面から内面への突瘤をめぐらす A型と刻文のある B
も よろ

型とに大別された（名取・峰山１９６２）。擦文 A型は擦文初頭のいわゆる十勝茂寄式に相当するもので

ある。

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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アイヌ文化期

ポンアヨロ地区にある海に臨んだ２つのチャシが知られている。ポンアヨロ川の河口の東側、切り

立った断崖上にカムイエカシチャシ（４）が、その対岸にカムイミンタルチャシ（６）がある。カム

イエカシチャシは昭和５１（１９７６）年、アヨロ鼻灯台建設工事にともなって白老町教育委員会によりそ

の一部が調査された（図版２－１・２）。その際に周辺部の地形測量およびアイヌ語地名に関する伝

承調査もなされている。１条の壕がめぐる丘頂式（河野分類）のいわゆるお供え型チャシで、丘頂部

からは焼土跡３か所と大型槍先および刀子の鉄製品が検出された。壕は断面形が�字状で台上部の側

縁と北側にめぐり、北側の鞍部には土塁を設けている。焼土跡・遺物が有珠 b降下軽石層（Us－b）

直下の土層中で検出されたことから、チャシが使用された年代は有珠山が噴火した寛文３（１６６３）年

よりもあまり古くない頃と推定されている（岡田１９７７）。アイヌ語「kamuy-ekashi chashi」は「神

祖・の砦」の意。「昔、先祖が／和人と／戦いをする前に／見張るところ（として）／やぐらという

ものを／つくった／のではない／か／とおもうのです」と、調査に先立って行われたカムイノミでの

祈詞（inonno-itak）に詠われたように（岡田前掲書）、カムイエカシチャシは闘争伝承と見張り伝

承の残る実在のチャシと分類される（宇田川２００５）。

カムイミンタルチャシは上述の調査の際に地形測量がされている。かつてこの周辺を詳しく調査し

た知里真志保・山田秀三は「その（注：カムイミンタラ）南端にチャシコツ（chasi-kot 砦・址）が

ある」と記しているが（知里・山田１９５８）、測量時における地表面からの観察では確認できていない。

面崖式チャシ、半円状１条の壕（？）と疑問符の付いた報告もある（北海道チャシ学会１９９０）。カム

イミンタラは「kamuy-mintar」、「神・の庭」の意味である。溶岩流の突起部に囲まれた窪地で、か

つては畑として利用されていたというが、現在は草原で立木はほとんど認められない（図版２－３）。

知里真志保は「この広場を神の庭と云い、月夜の晩には神神が舞い降りて遊ぶと伝えられている。古

代の祭場だったらしい。」と書いている（知里・山田前掲書）。

このほか北海道教育庁編『北海道のチャシ』（１９８３）には登録されてはいないが、新発見の事例と

して報告されているチャシがある。昭和５９（１９８４）年１１月に実施された白老町のアイヌ民族博物館主

催によるチャシ調査で発見されたもので、『アヨロチャシ』と名付けられ、位置図、写真とともに報

告されている。略図および２万５千分の１地形図をもとに便宜的に示された位置によれば、アヨロ川

の河口から５００ｍほど遡った地点、河川を東側眼下に見る標高３０ｍ前後の小高い丘の上にある。虎杖

浜２遺跡のトンネル直上付近から、ほぼ真東方向に４５０ｍほどのところである。丘頂式チャシでこの

丘を取り囲むように深さ１ｍ、幅２ｍの弧状の壕が１条発見されたとの記載がある（佐藤１９８５、北海

道チャシ学会１９９０）。 （遠藤香澄）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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� 撹乱貝層の調査とその遺物

１．撹乱貝層の調査 〔図�－１・２ 表�－１ 図版４〕

撹乱貝層の分布状況

虎杖浜２遺跡は古くから貝塚の存在が知られていた。昭和５２年の白老町教育委員会による範囲確認

では２ヵ所の貝塚が確認され、「A貝塚」・「B貝塚」と呼称した。南側の A貝塚の一部は平成１３年

度調査の範囲となり、詳細な調査が行われた。「撹乱貝層」は A貝塚の南側、Wライン以南に約２０

ｍ、９ライン以東に１０～１５ｍの範囲にあり、さらに東側（今回の調査区）に広がることが確認された。

台地上から東側の崖下に広がっているため、台地上から重機により撹乱貝層を引き上げて回収した。

撹乱貝層には破砕された貝類や骨片だけでなく、現代の廃棄物のほかホタテの稚貝やアヤボラなど最

近の漁業で獲られた貝殻が集積するものなども含まれていた（道埋文２００１）。

平成１８年度調査区の「撹乱貝層」は、上記の延長部分に当たる。調査区北端部、特にU－１２区付

近に２ｍを超えるブロック状の高まりがある。笹などの繁茂する表土には、破砕された貝殻が散見さ

れるほか、家電製品や金属製容器など現代の廃棄物が散乱していた。重機による表土除去により、R

ライン以北約１２０�の範囲に撹乱貝層が広がることがわかった。調査区北部の崖下に残存していた撹

乱貝層について、�最も残りの良い北端部のブロックの一部を残し、�それ以外を重機で台地上に引

き上げておいた。

撹乱貝層断面

人力による調査開始後、�については、まず貝層の濃淡を把握するため断面を精査し作図した（図

�－１・２、ベルト D）。大きく３層にわかれたが、このブロック周囲では堆積状況が大きく乱れる

ため、数字は用いず A・B・Cのアルファベットでこれらの部分を呼称した。

「撹乱貝層 A」 表土や�層黒色土を主体とし、破砕された貝を少量含み、現代のゴミが大量に

混じる黒色土である。

「撹乱貝層 B」 �層黒色土に破砕された貝が多量含まれる、撹乱貝層の主体部分である。一斗缶

など現代のやや大型の廃棄物もやや多く混じる。

「撹乱貝層 C」 �a層黄褐色土を主体とし、貝類はわずかに含む程度であるが、大型の骨片を少

量含む。

ベルト Dでは、最大約２．５ｍの堆積が確認された。各層が崖側から平坦地側に傾斜しており、崩落

も見られ、重機により台地上から土砂と貝層を押土した状況が良く残っている。

また平成１３年度に設定されたベルト Bの延長部分として「ベルト B′」を設け、残存する範囲で作

図し、上部は推定線を付した。ベルト Bの端部は約２ｍの撹乱貝層の堆積が記録されているが、ベ

ルトの設定位置が若干ずれたことや崖面の崩落の進行などにより、想定の堆積は確認できなかった。

なおベルト B′より北側で急に厚みを増すことが確認できた。

土壌水洗作業と遺物回収作業

�の土層断面以北の土壌について、撹乱貝層 Bの大部分（６，３６０�・５，７６６．６�）と撹乱貝層 Aの

一部（１，２７６�・１，０１７．５�）を土嚢袋にて運搬し、水洗作業を行った。乾燥後、雨天時などを利用し

て土器・石器等の人工遺物や獣骨・魚骨を抽出した。また小片以外の貝類も回収した。抽出後には、

「小貝片（a）・ウニ殻（b）・小礫やゴミ（c）」などが残り、調査期間や内容から薄型コンテナ６２箱

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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のうち９箱分（１４．５％）に限りさらに細分しその比率を算出した。結果は次の通りで、

〔貝 A〕a：b：c＝２０％：７％：７３％ 〔貝 B〕a：b：c＝３２％：２８％：３９％

このデータをもとに、「小貝片・ウニ殻・小礫やゴミ」の全体量を推計した（表�－１左）。この推

定値を加えて集計した結果、土器・石器等２．７�、骨片２０．７�、貝類推計２１１．５�、ウニ類推計６３�が

得られた。

�の台地上に引き上げた土壌については、含まれる貝の密度が小さいことやゴミ・土砂が多いこと

などから、肉眼による遺物回収対象とした。移植ゴデ・ひねり鎌などを用いて掘り起こし、土器・石

器・骨角器などの人工遺物を探索、回収した。また獣骨など大型の動物遺存体の大部分も回収した。

骨片については、手取り回収分と土壌水洗分の重量集計表を作成した（表�－１右）。

土器・石器の整理作業は、包含層出土のものと同様に進めた（２節・３節）。貝や骨などの動物遺

存体は、属種の同定作業を行い、集計表等を作成した（４節）。

図�－１ 撹乱貝層

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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表�－１ 撹乱貝層出土遺物重量集計 （単位：�）

土壌水洗結果
撹乱貝層

計 骨片回収結果
撹乱貝層

計
Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

全土壌 １０１７．５ ５７６６．６ ６７８４．１ 獣骨 手取り ２．５４ １．８０ ０．８２ ５．１６

土砂 推計 ６０．０ ７００．０ ７６０．０ 水洗 １．０５ ８．９０ ９．９５

小礫・ゴミ 推計 ２３．６ ８４．９ １０８．５ 小計 ３．５９ １０．７０ ０．８２ １５．１１

魚骨 手取り ０．３４ ０．１２ ０．０２ ０．４８

土器・石器等 ０．１ ２．６ ２．７ 水洗 ０．９２ ９．７７ １０．６９

骨片 ２．０ １８．７ ２０．７ 小計 １．２６ ９．８９ ０．０２ １１．１７

貝類 １６．６ １１８．６ １３５．２ 骨片 合計 ４．８５ ２０．５９ ０．８４ ２６．２８

小片推計 ６．６ ６９．７ ７６．３

ウニ類 推計 ２．１ ６１．０ ６３．１

図�－２ 撹乱貝層断面図

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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２．撹乱貝層出土の遺物

（１）土器 〔図�－３ 表�－２ 図版９〕

撹乱貝層中からは８２点の土器が出土した。このうち４６点は水洗選別によって検出された小片であ

る。「層位」（ブロック）別では、撹乱貝層 Aから１９点、撹乱貝層 Bから５５点、撹乱貝層 Cから８点

である。分類別では�群 a類が１点（貝 B）、�群 a類が２点（貝 A・貝 B）、�群 b類が７９点（貝

A・B・C）である。

縄文時代早期中葉の土器（�群 a類）

１は貝殻条痕文系の土器。アルトリ式に属する。口唇部にやや間隔をあけて刻みがある。口縁部に

は１条の隆帯が横位に貼付されている。隆帯上は刻みが施されるが、縦位に深い部分と斜位に浅い部

分とがある。隆帯下に貝殻条痕が施文されており、始点である隆帯下端には貝殻腹縁の押捺痕が観察

される。内面は横位に磨かれている。全体的に茶褐色を呈し、焼成は良好である。

縄文時代前期前半の土器（�群 a類）

２は器壁が厚い無文の土器。口縁部は器壁が薄くなり、口唇部は丸みをもつ。灰黒色を呈し、繊維

を多量に含む。静内中野式に属するものと思われる。３は羽状縄文が施文された器壁の厚い土器。や

や太い原体を横位・縦位に回転施文している。繊維をやや多く含む。

縄文時代前期後半の土器（�群 b類）

４～１５は円筒土器下層 a式に属するものと思われる。４は器壁が厚く、内外に RL縄文を施文して

いる。また口唇上にも RL縄文の押捺が見られる。口縁部に太い縄文原体による２条の縄線文がある。

胎土に小礫および繊維をやや多く含む。全体的に暗色である。５は器壁が比較的薄く、LR縄文が弱

く施文されている。内面は器面に凹凸があるものの、ナデ調整が行われているようである。６～８は

胎土および色調が他と異なり、淡色で繊維は比較的少ない。やや軽量な土器片。６は角形に近い口唇。

器面は摩滅が激しいが、縄文地に２条の縄線文が観察される。７の口唇は厚みを減じ尖り気味になっ

ている。補修孔とみられる貫通孔がある。内面は横方向にナデている。８はやや太い LR縄文が施文

されている。９は２条一組の撚糸が横位に連続している。胎土に鉱物粒が目立つ。１０も撚糸文がみら

れる。内面は縦位に丁寧に調整されている。１１・１２は RL縄文のみが施文されている。１１の内面は横

位に砂粒を引きずった調整痕がある。１２はガラス質の鉱物が目立つ。１３は底部付近とみられる土器片。

外面にやや節の目立たない RL縄文、内面は横位に条痕が施されている。繊維を少量含むが、やや硬

質である。１４は内外面とも無節 R縄文が施文されている。繊維を少量含む。外面に炭化物が少量付

着している。１５はやや太い LR縄文が施された後、交差するように無節 L縄文が施文されている。内

面は、やや右下がりの横位に、その後下部は縦位に条痕で調整している。外面は暗赤褐色、内面は黒

褐色を呈している。

１６・１７は東北地方との関連が窺える土器。大木２式・白座式またはそれらに影響されたものと思わ

れる。１６は胴部くびれ部に不整撚糸文が見られる。繊維は目立たない。内面は適度に調整されている。

内外面とも褐色を呈する。１７の原体は組紐である。焼成が良く硬質である。繊維は含まない。外面は

暗黄褐色、内面は明黄褐色である。内面は横位に調整痕が見られる。

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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表�－２ 撹乱貝層出土掲載土器一覧

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構 層位 点
数

分類 器種 部位 文様ほか

図�－３ １ 図版９ 撹乱貝層 B １ �a 深鉢 口縁 隆帯・刻み／条痕

図�－３ ２ 図版９ 撹乱貝層 A １ �a 深鉢 口縁 無文

図�－３ ３ 図版９ 撹乱貝層 B １ �a 深鉢 胴 羽状縄文

図�－３ ４ 図版９ 撹乱貝層 B １ �b 深鉢 口縁 縄線／外・口・内縄文

図�－３ ５ 図版９ 撹乱貝層 B １ �b 深鉢 口縁 LR縄文

図�－３ ６ 図版９ 撹乱貝層 A １ �b 深鉢 口縁 縄線

図�－３ ７ 図版９ 撹乱貝層 C １ �b 深鉢 口縁 無文

図�－３ ８ 図版９ 撹乱貝層 B １ �b 深鉢 胴 LR縄文

図�－３ ９ 図版９ 撹乱貝層 B １ �b 深鉢 胴 撚糸文

図�－３ １０ 図版９ 撹乱貝層 B １ �b 深鉢 胴 撚糸文

図�－３ １１ 図版９ 撹乱貝層 C １ �b 深鉢 胴 RL縄文

図�－３ １２ 図版９ 撹乱貝層 A １ �b 深鉢 胴 RL縄文

図�－３ １３ 図版９ 撹乱貝層 A １ �b 深鉢 胴 RL縄文・内条痕

図�－３ １４ 図版９ 撹乱貝層 A １ �b 深鉢 胴 外・内無節 R縄文

図�－３ １５ 図版９ 撹乱貝層 A １ �b 深鉢 胴 LR縄文・内条痕

図�－３ １６ 図版９ 撹乱貝層 C １ �b 深鉢 胴 不整撚糸文

図�－３ １７ 図版９ 撹乱貝層 A １ �b 深鉢 胴 組紐

図�－３ 撹乱貝層出土の土器

� 撹乱貝層の調査とその遺物

27



（２）石器等 〔図�－４～７ 表�－３ 図版１０～１２〕

撹乱貝層中からは７７７点の石器等が出土した。このうち６９６点は水洗選別によって検出されたもので

ある。「層位」（ブロック）別では、撹乱貝層 Aから１０１点、撹乱貝層 Bから６６４点、撹乱貝層 Cから

１２点である。定形的石器は５４点で、フレイク類７１２点、礫等１０点である。また石製品が１点出土して

いる。水洗選別作業、特に撹乱貝層 Bを対象として得られたフレイク・チップが大部分を占める。

石鏃（１～６）

６点出土し、すべて図示した。２は黒曜石製で、それ以外の５点は頁岩製である。一部欠損がみら

れるものの、ほぼすべて完形である。１は柳葉形で、わずかに平基を設けている。腹面に主要剥離面

が広く残存する。２は小型の五角形の石鏃。小粒の球果を多く含む黒曜石が用いられている。３・４

は平基で二等辺三角形、５・６は凹基で側縁がやや外湾する。５はかえしが両側とも一部欠損してい

る。背面・腹面とも先行剥離面が広く残り周縁部のみ細部の調整が行われている。

石槍またはナイフ（７）

１点出土し、図示した。７はナイフを想定した位置で図示している。暗灰色の頁岩製である。上端

部がわずかに欠損している。腹面側はおおむね平坦で、背面中央部から先端部付近は厚みをもつ。腹

面・背面とも二次調整の各剥離面がやや大きい。

つまみ付きナイフ（８～２２）

未成品を含め１６点出土し、すべて図示した。すべて頁岩製である。１０・１５・１９・２１は黒色、１１は灰

色、１２は白色で光沢がある。８～１４の７点は完形品、１５～２０の６点は約半分を失う欠損品、２１・２２の

２点は未成品である。基本的に片面加工であるが、９・１６のみ両面加工である。

８は背面右側縁が石材の不純物で一部欠損している。腹面の微細剥離痕は右側縁に偏っており、使

用痕と思われる。９は長さ約１６�を測る、大型のつまみ付きナイフ。９以外の完形品における長さの

平均は６．３�であり、群を抜いている。両面とも丁寧に整形されており、凹凸が少なくおおむね平坦

である。先端部付近の側縁やつまみ部は細かい調整が行われているものの、全体的に各剥離面は大き

い。１０は背面の一部に原石面や古い剥離面がある。背面左側がやや急角度な側縁加工である。１１は全

体的に幅広である。１３はつまみ部が背面右側に偏っている。背面右側縁はやや急角度な側縁加工であ

る。１４は非常に薄い剥片を素材としている。つまみ部がややあいまいである。先端部は丸みをもつ。

１５は上部が欠落している。背面に先行剥離面が大きく残るものの、加工は丁寧である。１６～２０は下半

が欠落している。１７はつまみ部の軸がずれており、製作中にも欠損しながら再加工し成品化したもの

と思われる。２１は薄い剥片が素材となっている。２２は背面上半の側縁部に剥離調整が見られ、つまみ

のえぐり部が一部作出されている。２１・２２とも製作中に下部が欠損し廃棄されたものと思われる。

スクレイパー（２３）

１点出土し、図示した。２３は頁岩製。腹面は大きく湾曲した剥離面があり、やや扱いにくい素材が

用いられている。上端部は欠損している。

Ｒフレイク（２４～２７）

９点出土し、４点図示した。二次加工のある剥片のほか、スクレイパーなどの定形的石器の欠損部

なども一部含めた。２４は凝灰岩製の二次加工品。左側縁に細かい剥離調整が施されている。２５は石錐

または石鏃の先端部とみられる。図では石錐を想定している。白色を呈し亀裂が入り脆く、被熱・発

泡直前の黒曜石である。２６・２７は頁岩製。２６はスクレイパーまたはナイフの欠損品とみられるが、破

断面にも微細な剥離痕が観察される。２７はスクレイパーの欠損品とみられる。先端部付近は腹面側に

内湾する。

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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Ｕフレイク・微細剥離痕のある剥片（２８）

微細剥離痕のある剥片が１点出土した。２８は黒色（一部褐色）の頁岩の剥片。スクレイパーの形状に

近い。腹面右側縁に微細な、左側縁にさらに微細な剥離痕があるが、使用痕かどうかは不明である。

磨製石斧（２９～３５）

７点出土し、すべて図示した。２９～３１の３点はほぼ完形、３２～３４の３点は刃部が残る欠損品、３５は

基部のみ。２９～３４は緑色泥岩製であるが、３０は緑色が濃く、３３・３４はうすい。３５は泥岩製で層理が目

立つ。平面形は短冊形が多い。２９は刃部付近や側面が丁寧に磨かれている。基部が敲打調整され、刃

部がつぶれており、石斧の欠損後「くさび」として利用したものと思われる。３０・３１は素材の平滑面

が広く生かされている。やや剥離面が目立つ。３２はほぼ前面が磨かれている。欠損後にさらに破損面

を研磨している。３３・３４はともに刃部・側縁の研磨が丁寧である。３５は全面が磨かれている。

たたき石（３６）

１点出土し、図示した。３６は棒状で表面が平滑な安山岩が用いられている。下端部に３�ほどの剥

離痕があり、たたき痕と思われる。

北海道式石冠（３７～４２）

６点出土し、すべて図示した。すべて安山岩製である。やや扁平な自然礫を用い、下面を平坦に磨

り、溝などで上部に把手部を作り出す。典型的なものはわずかで、大部分は磨り面以外の加工が少な

い。３７～３９は敲打による溝をもつ。３７は全面を若干研磨調整し、丁寧に仕上げている。４０は両端部を

打ち欠き把手部を作出する。４１・４２は一部にくぼみを設けただけで、すり石とすべきかもしれない。

すり石（４３）

２点出土し、１点図示した。４３は磨り面が明瞭である。上半部が欠損しているが、残存部の形状か

ら北海道式石冠の一部ともみられる。

石皿（４４）

１点出土し、図示した。４４は安山岩製の石皿の縁辺部。周縁は敲打・研磨により調整され、作業面

は両面に設けられ、大きく窪む磨り面が明瞭である。片面は磨り面と周縁部との境の稜が明瞭である。

石錘（４５～５７）

１３点出土し、すべて図示した。ほとんどが安山岩製であるが、５７は凝灰岩製である。４５～５３の９点

はほぼ完形で、５４～５７の４点は欠損品である。機能部の打ち欠き部はあまり丁寧でないものが多く、

使用時に摩擦したものや大きく剥離したものも含まれると思われる。大きさは７～８�程度のもの（４５

～４９）と１０～１２�程度のもの（５０～５３）がある。４６は両面中央部にくぼみがあり、紐の結び目にあた

る部分かもしれない。５１は側縁部が欠損および剥落している。

石製品（５８）

１点出土し、図示した。５８はおおむね球形に研磨された軽石製品で、刺突孔が１ヵ所ある。円筒土

器下層式土器に伴う「軽石製模造品」に関連する可能性がある。

フレイク

７０１点出土した。石材は頁岩が６６５点と最も多く、黒曜石２０点、泥岩７点、その他９点である。ほと

んどがチップと称すべき５�以下の微細な剥片であり、全重量は２８９gである。

礫

８点出土した。それ以外に地山に含まれている板状の砂岩礫や、現代の工事において搬入されたと

見られる砂利なども多数含んでいた。遺物として扱った礫は、表面が平滑な楕円体の安山岩が多い。

（阿部）

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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図�－４ 撹乱貝層出土の石器（１）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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図�－５ 撹乱貝層出土の石器（２）

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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図�－６ 撹乱貝層出土の石器（３）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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図�－７ 撹乱貝層出土の石器（４）

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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表�－３ 撹乱貝層出土掲載石器一覧

挿図
番号

掲載
番号

写真
図版

遺構 層位 遺物名 石材
大きさ（�） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

図�－４ １ 図版９ 撹乱貝層 B 石鏃 頁岩 ４．６ １．２ ０．４ ２．５

図�－４ ２ 図版９ 撹乱貝層 B 石鏃 黒曜石 ２．２ １．３ ０．３ ０．９

図�－４ ３ 図版９ 撹乱貝層 B 石鏃 頁岩（珪岩） ２．３ １．６ ０．３ ０．９

図�－４ ４ 図版９ 撹乱貝層 A 石鏃 頁岩 １．９ １．５ ０．３ ０．８

図�－４ ５ 図版９ 撹乱貝層 B 石鏃 頁岩 ２．７ ２．０ ０．４ ２．２

図�－４ ６ 図版９ 撹乱貝層 B 石鏃 頁岩 ３．１ １．２ ０．３ １．０

図�－４ ７ 図版９ 撹乱貝層 B 石槍 頁岩 （９．９） ２．８ ０．９ ２１．１

図�－４ ８ 図版９ 撹乱貝層 A つまみ付きナイフ 頁岩 ８．０ ２．７ ０．７ １７．６

図�－４ ９ 図版９ 撹乱貝層 A つまみ付きナイフ 頁岩 １５．９ ４．２ ０．９ ６５．２

図�－４ １０ 図版９ 撹乱貝層 A つまみ付きナイフ 頁岩 ６．８ ２．３ ０．７ １０．３

図�－４ １１ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 ６．９ ２．９ ０．５ １３．９

図�－４ １２ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 ６．１ ２．４ ０．９ ９．４

図�－４ １３ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 ４．６ ２．０ ０．６ ５．０

図�－４ １４ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 ５．４ ２．１ ０．３ ３．８

図�－４ １５ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 （５．６） ２．６ ０．６ ９．７

図�－４ １６ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 ２．５ １．９ ０．７ ３．５

図�－４ １７ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 （４．８） ２．４ ０．７ ８．８

図�－４ １８ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 （４．４） ２．７ ０．５ ７．９

図�－４ １９ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 （２．５） １．５ ０．４ １．５

図�－４ ２０ 図版９ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ 頁岩 （２．２） ２．２ ０．５ ２．６

図�－４ ２１ 図版１０ 撹乱貝層 B つまみ付きナイフ未成品 頁岩 （３．３） ３．５ ０．３ ４．５

図�－４ ２２ 図版１０ 撹乱貝層 A つまみ付きナイフ未成品 頁岩 ８．４ （３．３） ０．７ ２７．２

図�－５ ２３ 図版１０ 撹乱貝層 B スクレイパー 泥岩 １０．４ ４．３ １．７ ５０．１

図�－５ ２４ 図版１０ 撹乱貝層 B R フレイク 凝灰岩 （４．７） ２．３ ０．６ ４．６

図�－５ ２５ 図版１０ 撹乱貝層 B R フレイク 頁岩 （１．９） １．０ ０．４ ０．８ 被熱

図�－５ ２６ 図版１０ 撹乱貝層 B R フレイク 頁岩 （３．２） ３．２ １．０ １２．９

図�－５ ２７ 図版１０ 撹乱貝層 B R フレイク 頁岩 （３．６） ３．４ ０．７ ７．５

図�－５ ２８ 図版１０ 撹乱貝層 B Uフレイク 頁岩 ５．９ ３．６ ０．５ １５．８

図�－５ ２９ 図版１０ 撹乱貝層 B 磨製石斧 緑色泥岩 ９．４ ５．４ ２．５ ２１２．０

図�－５ ３０ 図版１０ 撹乱貝層 B 磨製石斧 緑色泥岩？ １１．４ ５．２ ２．４ ２１３．０

図�－５ ３１ 図版１０ 撹乱貝層 C 磨製石斧 緑色泥岩？ １０．３ ４．０ １．７ １０９．８

図�－５ ３２ 図版１０ 撹乱貝層 B 磨製石斧 緑色泥岩 （９．５） ４．３ １．９ １３２．０

図�－５ ３３ 図版１０ 撹乱貝層 A 磨製石斧 緑色泥岩 （６．８） ４．７ １．１ ７０．１

図�－５ ３４ 図版１０ 撹乱貝層 B 磨製石斧 緑色泥岩 （４．６） ３．４ １．２ ２８．１

図�－５ ３５ 図版１０ 撹乱貝層 C 磨製石斧 泥岩 （４．５）（３．０） ２．１ ３５．２

図�－５ ３６ 図版１０ 撹乱貝層 B たたき石 安山岩 １０．５ ４．１ １．９ １４６．０

図�－６ ３７ 図版１１ 撹乱貝層 B 北海道式石冠 安山岩 （１０．５） １２．５ ５．５ １０９３．０

図�－６ ３８ 図版１１ 撹乱貝層 B 北海道式石冠 安山岩 １１．３ １２．５ ４．１ ８１０．０

図�－６ ３９ 図版１１ 撹乱貝層 B 北海道式石冠 安山岩 １３．１ １２．５ ５．５ １２９０．０

図�－６ ４０ 図版１１ 撹乱貝層 B 北海道式石冠 安山岩 １２．０ １３．１ ３．９ ８０２．０

図�－６ ４１ 図版１１ 撹乱貝層 A 北海道式石冠 安山岩 １４．４ １０．０ ６．０ １２６９．０

図�－６ ４２ 図版１１ 撹乱貝層 A 北海道式石冠 安山岩 １８．５ １２．５ ４．５ １５８２．０

図�－６ ４３ 図版１１ 撹乱貝層 B すり石（北海道式石冠） 安山岩 １６．９ （７．５） ４．３ ８９１．０

図�－６ ４４ 図版１１ 撹乱貝層 A 石皿 安山岩 （１３．３）（８．１） ４．４ ６０２．０

図�－７ ４５ 図版１２ 撹乱貝層 B 石錘 安山岩 ７．２ ６．３ ２．６ １５２．０

図�－７ ４６ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 ７．６ ６．０ ２．８ １３０．０

図�－７ ４７ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 ８．３ ６．６ ２．９ ２３５．０

図�－７ ４８ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 ６．８ ６．９ ２．６ １７１．０

図�－７ ４９ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 ９．１ ７．４ ３．１ ２６０．０

図�－７ ５０ 図版１２ 撹乱貝層 B 石錘 安山岩 １０．３ ８．６ ３．９ ４５２．０

図�－７ ５１ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 １１．４ ８．４ ３．５ ５３１．０

図�－７ ５２ 図版１２ 撹乱貝層 C 石錘 安山岩 １１．３ １０．０ ３．５ ５３６．０

図�－７ ５３ 図版１２ 撹乱貝層 B 石錘 安山岩 １２．５ １０．４ ３．３ ６２８．０

図�－７ ５４ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 （７．４）（９．１） ３．０ ２７５．０

図�－７ ５５ 図版１２ 撹乱貝層 A 石錘 安山岩 （６．０）（７．８） ２．２ １４０．０

図�－７ ５６ 図版１２ 撹乱貝層 B 石錘 安山岩 （５．５） ９．１ ３．２ ２０５．０

図�－７ ５７ 図版１２ 撹乱貝層 B 石錘 凝灰岩 （４．６）（７．４） ２．６ ７１．０

図�－７ ５８ 図版１２ 撹乱貝層 A 軽石製品 軽石（浮石） ４．２ ３．９ ３．２ １８．７

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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（３）骨角器 〔図�－８ 表�－４ 図版１３〕

撹乱貝層から骨角器が１４点（破片で１８点）出土した。全体的に欠損品が多く、全形を把握できるも

のは少ない。水洗作業中に検出したものが多いが、骨片の細分作業時にも発見され、接合したものも

ある（３）。すべて原寸大で図化した。なお骨角器の素材の動物種については、国立歴史民俗博物館

西本豊弘氏と名古屋大学博物館新見倫子氏に同定していただいた。

銛頭（１・２） ２点検出した。ともに海獣製で、開窩式である。１は先端部が三角形で、かえしが

明瞭である。下半を欠損する。全体的に外反し、内部は大きくえぐられ茎槽が作出されている。外面

および内面先端部が特に丁寧に磨かれている。２は先端部およびかえしより下部が欠損しているが、

先端部は細長い三角形であると思われる。かえしはわずかに作出されている。被熱し灰白色を呈する。

刺突具（３～５） ３点検出した。３は鹿角製。扁平、縦長で、中央部がややふくらむ。端部はそれ

ぞれ欠損している。両面・側面ともよく磨かれており、多方向の擦痕が多数残っている。装身具の可

能性もある。４・５は刺突具の先端部。良く磨かれている。

針（６・７） ６は陸棲獣（シカ？）製の骨針。全面に光沢があり、非常に丁寧に磨かれている。両

端部の針先、針穴とも欠損している。頭部の前後に溝状の切込みがあり、針穴を穿つ際に施されたも

のと思われる。７は中間部のみが残る。面取りしたような磨きが見られる。

髪針（８～１０） ３点検出した。いずれも鹿角製である。平成１３年度調査の際に装飾豊かな「笄」様

の骨角器が検出され、この３点も同様の装身具と考えられる。８は角柱状の加工品。頭部装飾のすか

しの一部分と思われる。９は髪針の頭部。前後から溝状の切込みを入れ、透かしを設けている。表面

および側面に１０ヵ所前後の刻みを施している。１０も同様の髪針の頭頂部であろう。

装飾品類（１１・１２） １１は鹿角製の装飾品としたが、前後から溝状の切込みを入れ透かしを設けてお

り、太型針かもしれない。１２はサメ類の椎体を加工した装身具。中央に貫通孔が設けられている。

その他加工品（１３・１４） １３は鹿角先端部を切断し、四方を面取りした用途不明の加工品または未成

品。焼けて炭化している。１４は鹿角製の箆状の加工品。鹿角表面を良く残し、扁平細長に加工している。

頭部は丸みをもたせている。先端部は両面ともよく磨かれ前後から溝状の切込みを入れている。宮城

県南境貝塚出土の端平頭棒状鹿角製品に類似しており、礼文町船泊遺跡や苫小牧市静川２２遺跡にも関

連する骨角器が出土している。石器の剥離・調整に使用される道具である可能性がある。

※解体痕・切断痕・加工痕等のある骨片 〔図�－９ 図版１３〕

骨片の細分作業中に、骨片の一部に複数の細いスジ状の線（傷）があるものが確認された。現代の

ものとは異なるため、人為的に生じた縄文時代当時の痕跡と思われ、図化した。

１５はアシカの中足骨で、中央部から遠位部にかけて、ややまとまった位置に３０本以上の微細な筋が

観察される。骨の長軸に対し直交するものとやや斜方向のものがある。１６はオットセイ（幼獣？）の

大腿骨とみられる。中間の内湾部に長軸に直交する浅い溝が５本以上観察される。１７はアシカまたは

オットセイの肋骨である。関節付近に微細なスジがある。１８はオットセイ？の膝蓋骨とみられる。上

面にハの字状の浅い溝が観察される。１９はオットセイの歯。歯根部に２条の細い溝が観察されるが丸

みを帯びており、病気などによる生前のものかもしれない。このほか、肋骨などに複数の細い溝が観

察される骨片が時折観察された（２０～２２・図版１３下段）。

これらは肉を得るには不十分な部位が多く、肉質部を切り離すための直接の解体痕とみられるもの

が少ない。解体作業時や廃棄時などの偶発的要因や、骨角器製作に関わるものの可能性が考えられ

る。

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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図�－８ 骨角器

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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表�－４ 掲載骨角器一覧

挿図
番号

掲載
番号

写真
図版

遺構 層位 遺物名 動物種・部位
大きさ（�） 重量

（g） 備考
長さ 幅 厚さ

図�－８ １ 図版１３ 撹乱貝層 Ａ 銛頭 海棲獣 ４．７ １．１ ０．６ １．５

図�－８ ２ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 銛頭 海棲獣 （２．８） ０．９ ０．４ １．１ 被熱

図�－８ ３ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 刺突具 シカ／角？（７．０） １．１ ０．４ ２．８ ４点接合

図�－８ ４ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 刺突具 陸棲獣？ （１．８）（０．６） ０．４ ０．２

図�－８ ５ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 刺突具 陸棲獣？ （２．３）（０．７） ０．４ ０．４

図�－８ ６ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 骨針 陸棲獣 ４．１ ０．３ ０．３ ０．４ 鹿角製？

図�－８ ７ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 骨針 シカ／角？（２．１） ０．３ ０．２ ０．１

図�－８ ８ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 髪針？ シカ／角？（２．３） ０．５ ０．４ ０．４

図�－８ ９ 図版１３ 撹乱貝層 Ａ 髪針 シカ／角 （３．５）（１．２） ０．６ １．１

図�－８ １０ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 髪針 シカ／角 （０．８）（１．３）（０．５） ０．２

図�－８ １１ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 装身具 シカ／角 （２．２）（０．９） ０．３ ０．５ 太型針？

図�－８ １２ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ 装身具 サメ類／椎体 １．５ １．５ ０．８ ０．５

図�－８ １３ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ （加工品） シカ／角？ １．７ １．０ ０．９ １．１ 切断痕あり

図�－８ １４ 図版１３ 撹乱貝層 Ｂ （加工品） シカ／角 （１０．０）１．６ ０．８ １０．５ ２点接合

図�－９ 解体痕・切断痕・加工痕等のある骨片

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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（４）動物遺存体 〔表�－５～１１ 図版１８～２８〕

平成１２・１３年の A貝塚および撹乱貝層の調査で動物遺存体の詳細な同定・分析が行われており、

今年度は過年度のような綿密な調査は行っていないが、内容はこれにおおむね準じる。

撹乱貝層に含まれていた動物遺存体は、前記の通り手取り回収と、５�目のふるいを通した水洗選

別によって回収した。現地では過年度同定作業に携わった作業員が一部の動物遺存体について同定を

行った。発掘調査終了後、江別のセンターにおいて、獣骨・魚骨等はまず同定可能とみられるものと

それ以外（フレイク）を分離した。その後、過年度の資料や現生骨格標本などをもとに同定作業を行

い、種別・部位別の集計表を作成した（表�－７～１０）。貝類は同定作業後、殻頂部や芯を数えて集

計表を作成した（表�－６）。なお骨格標本の提供や資料提供、判別の難しい部位・種の同定など、

第１調査部第２調査課土肥研晶の協力を得たところが大きい。さらに一部の獣骨・魚骨について、東

京国立博物館 金子浩昌氏に確認いただいたものもある。

確認できた動物遺存体は、右表（表�－５）の通りである。おおむね平成１３年調査の結果に含まれ

るものであるが、特に貝類においては半数程度の種にとどまった。全体量が少ないこと、５�の粗い

目で回収したこと、同定に不慣れで細分・同定できなかったことなどが起因している。新たに確認さ

れたのは、アカガイ・カモメ類などわずかである。

なお出土した動物遺存体の中には風化の度合いが異なる（風化しきらない）骨片があり、最近の漁

で獲られた貝・魚骨や周辺の土壌に含まれていたと思われる獣骨など、現代のものが含まれていると

みられる。アヤボラ、スケトウダラ、ネコなどがこれにあたる。

以下、種類ごとに概要を記す。

ウニ類（棘皮動物門 ウミウニ綱）

エゾバフンウニとキタムラサキウニが確認できたが、破片が小さく多量なため分けずに集計した。

殻が目立ち、一見してキタムラサキウニが大部分を占めるが、時折エゾバフンウニの殻が見られる。

現在のアヨロ海岸付近では、エゾバフンウニが得られるようである。撹乱貝層のウニ類は、分類・回

収できたもので中型コンテナ１箱満量、１２．５�を量る。未分類を含めた推定回収総量６３．１�であり、

貝類総量と比較して約１／３の重量である（全土壌との比は０．９％）。うち撹乱貝層 Aは推定２．１�（貝

類比１３％・全土壌比０．２％）、撹乱貝層 Bは推定約６１�（貝類比５２％・全土壌比１．１％）で、撹乱貝層

Bにウニ類が多量に含まれている。

部位別では一部分類をしたところ、殻が大部分を占め、次いで棘が多い。口器・囲腔部片も良好に

残存しており、顎骨・上生骨・中間骨・多孔板の順に多く検出されている。

このほか、タコノマクラ目のハスノハカシパンの破片がわずかに検出されている。やや厚みのある

特徴のある鋸歯状の殻片である。

フジツボ類（節足動物門 甲殻綱）

チシマフジツボとオニフジツボが確認できた。細分はせずに集計し、約１．２�を量った。平成１３年

にはミネフジツボも多数確認できており、今回のフジツボ類の中にも含まれているものと思われる。

カキの一部や巻貝の芯の破片などと誤認したものも多い。

貝類（軟体動物門）

貝類は１５６�、推定総量２１１�で動物遺存体の多くを占める。撹乱貝層 Aは２３．２�（全土壌比２．３％）、

撹乱貝層 Bは１８８．３�（全土壌比３．３％）で、撹乱貝層 Bの貝類の密度が高い。巻貝と二枚貝に大き

く分けてから同定・計量し、平成１３年調査の記載方法に準じてそれぞれ出土個体数の多い順に数量と

重量を表にした。

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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表�－５ 出土動物種一覧

棘皮動物門 Phylum Echinodermate 脊椎動物門 Phylum Vertebrata
ウミウニ綱 Class Echinoidea 軟骨魚綱 Class Chondrichthyes

ホンウニ目 Echinoidea メジロザメ目 Carcharhiniformes
オオバフンウニ科 Strongylocentrotidae １．科・属不明 Fam．et gen．Indet

１．エゾバフンウニ Strongylocentrotus intermedius ネズミザメ目 Lamniformes
２．キタムラサキウニ Strongylocentrotus nudus ２．科・属不明 Fam．et gen．Indet

タコノマクラ目 Clypeasteroida ツノザメ目 Squaliformes
スクテラ科 Scutellidae ツノザメ科 Squalidae

３．ハスノハカシパン Scaphechinus mirabilis ３．属・種不明 Gen．et sp．Indet
節足動物門 Phylum Arthropoda エイ目 Rajiformes
甲殻綱 Class Crustacea アカエイ科 Dasyatidae

完胸目 Thoracica ４．属・種不明 Gen．et sp．Indet
フジツボ科 Balanidae トビエイ科 Myliobatidae

１．チシマフジツボ Baianus cariosus ５．属・種不明 Gen．et sp．Indet
無柄目 Sessilis 硬骨魚綱 Class Osteihthyes

オニフジツボ科 Coronulidae チョウザメ目 Acipenseriformes
２．オニフジツボ Coronula diadema チョウザメ科 Acipenseridae

軟体動物門 Phylum Mollusca １．チョウザメ Acipenser medirostris
腹足綱 Class Gastropoda ニシン目 Clupeiformes

原始腹足目 Archaeogastsopoda ニシン科 Clupeidae
ユキノカサガイ科 Acmaeidae】 ２．ニシン Clupea pallasi

１．ユキノカサガイ Acmaea pallida コイ目 Cypriniformes
ニシキウズガイ科 Trochidae】 コイ科 Cyprinidae

２．ヘソアキクボガイ Chlorostoma turbinata ３．ウグイ Tribolodon hakonensis
中腹足目 Mesogastropoda サケ目 Salmoniformes

タマキビガイ科 Littorinidae サケ科 Salmonidae
３．タマキビガイ Littorina brevicula ４．サケ Oncorhynchus keta
４．エゾタマキビガイ Littorina squalida ５．イトウ Hucho perri
５．アツタマキビガイ Littorina mandchurica タラ目 Gadiformes

ウミニナ科 Potamididae タラ科 Gadidae
６．ホソウミニナ Batillaria cumingii ７．マダラ Gadus macrocephalus

タマガイ科 Naticidae ８．スケトウダラ Theragra chalcogramma
７．エゾタマガイ Cryptonatica janthostomoides ボラ目 Mugiliformes

フジツガイ科 Cymatiidae ボラ科 Mugillidae
８．アヤボラ Fusitriton oregonensis ９．ボラ Mugil cephalus cephalus

新腹足目 Neogastropoda カサゴ目 Scorpaeniformes
アッキガイ科 Muricidae フサカサゴ科 Scorpaenidae

９．アカニシ Rapana venosa venosa １０．属・種不明 Gen. et sp. Indet
１０．オオヨウラクガイ Ceratostoma inornatum

アイナメ科 Hexagrammidae
１１．ヒレガイ Ceratostoma burnetti

１１．アイナメ Hexagrammos otakii
１２．イボニシ Reishia clavigera

カジカ科 Cottidae
１３．チヂミボラ Nucella lima

１２．属・種不明 Gen．et sp．Indet
１４．エゾチヂミボラ Nucella freycineti

スズキ目 Perciformes
タモトガイ科 Pyrenidae

アジ科 Caragidae
１５．ムギガイ Mitrella bicincta

１３．ブリ Seriola quinqueradiata
エゾバイ科 Buccinidae

スズキ科 Percichyidae
１６．ヒメエゾボラ Neptunea arthritica arthritica

１４．スズキ Lateolabrax japonicus
オリイレヨフバイ科 Nassariidae

タイ科 Sparidae
１７．アラムシロガイ Reticunassa festiva

１５．マダイ Pagrus major
１８．クロスジムシロガイ Reticunassa fratercula fratercula

サバ科 Scombridae
柄眼目 Stylommatophora

１６．サバ類 Gen．et sp．Indet
パツラマイマイ科 Cionellidae

１７．マグロ類 Gen．et sp．Indet
１９．パツラマイマイ Cionella lubrica

カマス科 Sphyraenidae
二枚貝綱 Class Bivalvia

１８．カマス属 Sphyraena pinguisウグイスガイ目 Pteriomorphia
カレイ目 Pleuronectiformesフネガイ科 Arcidae

ヒラメ科 Paralichthyidae１．コベルトフネガイ Arca boucardi
１９．ヒラメ Paralichthys olivaceus２．アカガイ Scapharca broughtonii
２０．カレイ類 Gen．et sp．Indetイガイ科 Mytilidae

フグ目 Tetradontiformes３．エゾヒバリガイ Modiolus modiolus difficilis
フグ科 Tetraodontidae４．イガイ Mytilus corsucus

２１．属・種不明 Gen．et sp．Indetイタヤガイ科 Pectiniidae
爬虫綱 Class Reptilia５．ホタテガイ Patinopecten yessoensis

有鱗目（ヘビ亜目） Ophidiaイタボガキ科 Ostreidae
１．科・属不明 Fam．et gen．Indet６．マガキ Crassostrea gigas

鳥綱 Class Avesハマグリ目 Heterodonta
コウノトリ目 Ciconiiformesシジミガイ科 Corbiculidae

カモメ科 Laridae７．ヤマトシジミ Corbicula japonica
１．カモメ類 Gen．et sp．Indetマルスダレガイ科 Veneridae

スズメ目 Passeeriformes８．ウチムラサキガイ Saxidomus purpuratus
カラス科 Corvidae９．ハマグリ Meretrix lusoria

２．カラス類 Gen．et sp．Indet１０．コタマガイ Gomphina melanaegis
哺乳綱 Class Mammalia１１．ビノスガイ Mercenaria stimpsoni
ネズミ目 Rodentia１２．ヌノメアサリ Novathaca euglypta

ネズミ科 Muridae１３．アサリ Ruditapes philippinarum
１．クマネズミの一種 Rattus sp．バカガイ科 Mactridae

クジラ目 Cetacea１４．シオフキガイ Mactra veneriformis
２．イルカ類 Gen．et sp．Indet１５．バカガイ Mactra chinensis chinensis
３．クジラ類 Gen．et sp．Indet１６．ウバガイ Pseudocardium sachalinense

ネコ目 Carnivoraリュウキュウマスオガイ科 Asaphidae
ネコ科 Felidae１７．イソシジミガイ Nuttallia

４．ネコ（現代） Felis silvestrisニッコウガイ科 Tellinidae
イヌ科 Canidae１８．ヒメシラトリガイ Macoma incongrua

５．キタキツネ Vulpes vulpus schrencki１９．シラトリガイモドキ Heteromacoma irus
６．エゾタヌキ Nyctereutes procyonoides albus２０．サラガイ Megangulus venulosus

アザラシ目 Pinnipediaキヌマトイガイ科 Hiatellidae
アシカ科 Otariidae２１．ナミガイ Panopea japonica

７．ニホンアシカ Zalophus californianus japonicusオオノガイ科 Myidae
８．オットセイ Callorhinus ursinus２２．オオノガイ Mya arenaria oonogai

ウシ目 Artiodactyla多板綱 Class Polyplacophora
シカ科 Cervidaeウスヒザラガイ科 Ischnochitonidae

９．ニホンジカ Cervus nippon１．エゾヤスリヒザラガイ Lepidozona albrechtii

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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ａ．巻貝（腹足綱）

巻貝の主体をなすものは、チヂミボラ（１位）とヒメエゾボラ（２位）である。出土個体数ではチ

ヂミボラが９５５個体で、確認された巻貝全体個数の約６０％を占める。また螺肋のとげ立つエゾチヂミ

ボラ（１３位）とみられるものを１１個体抽出したが、判別はやや困難である。チヂミボラの大きさは殻

高２～３�のものが多いが、それより大型や小型のものなどさまざまなサイズのものが積極的に獲ら

れているようである。チヂミボラと同じアッキガイ科に属するオオヨウラクガイ（３位）・ヒレガイ

（９位）・イボニシ（７位）も多数確認され、アカニシ（１７位）もみられる。

ヒメエゾボラをはじめエゾバイ科の巻貝は「つぶ」として良く知られている。ヒメエゾボラは殻高

７�前後のものが多くを占める。個体数では約２００個体であるが、破片を含めた重量は約３�で、確

認された巻貝の総量の約５０％を占める。重要な食料資源であったとみられる。

岩礁棲のタマキビガイ科の数種も多数確認できた。タマキビガイ（５位）・エゾタマキビガイ（６

位）・アツタマキビガイ（１０位）がある。またサンゴ類を餌とするムギガイ（１１位）、海底砂泥や干

潟に棲むアラムシロ（１５位）やホソウミニナ（１２位）など、小型で縦長の殻をもつ巻貝も少数ある。

陸産の巻貝であるパツラマイマイ（４位）がやや多数確認できた。殻長５�程度の微小な貝で、貝

塚周辺の土壌に含まれていたものか、貝塚に入り込んだ個体であるものと思われる。

ｂ．二枚貝（二枚貝綱）

二枚貝の主体をなすものは、ヤマトシジミ（１位）・コタマガイ（２位）・ウバガイ（５位）であ

り、この３種で収納コンテナ数の大部分を占める。ヤマトシジミは殻長３�前後の比較的大きさの整

ったものが多い。数量では１７，３９０点（右殻）・約２９�で二枚貝全点数の約７２％を占め、前回調査同様

に圧倒的である。汽水域から積極的に獲得されていた様子が窺える。コタマガイ・アサリ（３位）・

ウバガイ・サラガイ（８位）など、砂泥底に棲む二枚貝が多く獲られている。ウバガイは「ホッキ貝」

として知られ、殻長は８�前後と大きく、数の割に貝類全重量に占める割合は高い。現在でも、波浪

や潮流により海岸に打ち上げられているものも多いという。アサリとヌノメアサリの判別は困難であ

ったが、分離して表記した。ハマグリ（１２位）は日本各地の浜に見られたが、虎杖浜２遺跡の撹乱貝

層では数量的には目立たないようである。

岩礁性の二枚貝には、イガイ（４位）・マガキ（７位）・エゾヒバリガイ（１３位）などがある。マ

ガキ・ホタテガイは湾曲の大きい方を右殻、平坦な方を左殻としている。マガキの殻は破片を含めて

２．３�を量り、多くを占める。シラトリガイの仲間の多くは砂泥棲であるが、シラトリガイモドキな

ど岩礁の隙間に棲むものがある。

縄文時代当時の虎杖浜付近では、太平洋に張り出した溶岩台地の末端の磯浜と、今では見られない

潟湖のような内湾の汽水域があり、両者の多様な貝類が得られていたことがうかがえる。

骨片（脊椎動物門）

ａ．魚類（軟骨魚綱・硬骨魚綱）

軟骨魚綱に分類されるものにはサメ類・エイ類がある。軟骨であるためほとんどの部位が残ってい

ないが、椎体や歯、棘などが確認できた。ネズミザメやツノザメの仲間が含まれるものと思われる。

ツノザメ科（特にアブラツノザメ）には２つの背鰭の前縁に硬い棘があり（背鰭棘）、表面がエナメ

ル質になっている。５尾分が確認できた。エイ類のうち、鱗板・アカエイの椎体・トビエイの歯はそ

れぞれ特徴があり、容易に判別できた。サメ類・エイ類とも最少個体数は１ケタであるが、前回調査

ではツノザメ類で５０尾以上が確認され、漁の対象となっていたようである。「サメ」のうちチョウザ

メは硬骨魚類の最も古いものに位置づけられる。撹乱貝層からは硬鱗の破片がわずかに見られる。

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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硬骨魚綱は、突起や関節部分が残ってないものなどフレイク扱いにしたものが多くを占める。また

不慣れなこともあり誤認したものも含まれている可能性がある。特に５�以下の椎骨は多量で判別も

困難であることから、かなりの数が未分類のままとなってしまった。

判別した魚骨はブリ・マダイが主体で、この２種で収納コンテナの大部分を占める。次いで見た目

の量ではヒラメ・フサカサゴ科・アイナメ科・フグ・ウグイといった順に多い。前回調査では、残存

する貝塚の土壌を２�目のふるいにかけたところイワシ・カタクチイワシなど小型のニシン科の骨が

最多であり、５�目を通した撹乱貝層では極端に少なかった。今回も５�目を通したため、極小の魚

骨は大部分が回収できなかったものと思われる。

ブリは最少個体数で６８尾、マダイは最少個体数で４７尾を数えた。マダイは本州の貝塚出土のものと

比較して大型であることがこれまでにも指摘されている（白老町１９７８・道埋文２００１）。今回出土の骨

片も、各部位とも一見して大型のものが多い。ブリとともに重要な食料資源であったようである。そ

のほかの近海～沿岸（岩礁域）産では、ヒラメ・カレイ類・フサカサゴ科・アイナメなどがある。ヒ

ラメは、最少個体数ではマダイより多い。フサカサゴ科は最少個体数がマダイにせまるが、クロソイ

をはじめ複数の種が含まれているものとみられる。来遊したサバ（マサバ）も獲られており、椎骨が

１０尾分以上確認できた。汽水から淡水産では、スズキ・ボラ・ウグイ・一部のカレイ類などがある。

ウグイの椎骨は１７尾分以上である。

撹乱貝層出土の魚骨は、寒流系はサケなどわずかで、ほとんどが暖流系である。縄文時代前期当時

の環境の一端が現れている。

ｂ．爬虫類（爬虫綱）

ヘビの椎骨がわずかに確認できた。周囲の土壌に含まれていたものか、貝塚に入り込んだ個体であ

るものと思われる。

ｃ．鳥類（鳥綱）

カモメ類・カラスがわずかに確認できたに過ぎない。これらは積極的に獲られたものとは判断でき

ず、貝塚付近に棲息した個体の遺骸が残存したものと思われる。

ｄ．哺乳類（哺乳綱）

まず小型の陸棲獣として、ネズミ（クマネズミ）・キタキツネ・エゾタヌキ・ネコ・リス？がある。

ネコは現代のものと思われ、その他の種は貝塚周辺の土壌に含まれていたものか、貝塚付近に入り込

んだ個体であるものと思われる。

大型の陸棲獣はニホンジカのみ確認した。亜種エゾシカであるかは骨片では断定できないが、大型

の骨片が多い。最少個体数で１０体を数え、獣骨の中で最多である。各部位とも残存状況の良いものが

多い。四肢骨などの破片の量も多い。また焼骨として検出した骨片の大部分もニホンジカとみられる

ことから、重要な食料資源であったことがわかる。

海棲獣はニホンアシカ・オットセイ・イルカ類・クジラ類が確認できた。鰭脚類の骨は類似する部

位が多く、大きさの違いで判断したものも多い。ただし、雄・雌や幼獣・成獣の差で大きさは当然異

なり、トドとアシカ、アシカとオットセイの判別が困難なものも多かった。結果として、ニホンアシ

カが６体分程度、オットセイが２体分程度確認できた。ニホンアシカは現在では日本の沿岸では棲息

していないが、１９７０年代ころまでは見られたようである。周年沿岸に棲息する生態であることから、

重要な食料資源であったと思われる。オットセイの肩甲骨のうち、１点は幼獣のものとみられる。イ

ルカ類は、椎骨が扁平・大型で判別しやすく、数点見つかった。また頭骸骨の中の鼓室部が１個確認

できた。クジラ類は、椎間板の破片が１点同定された。 （阿部）

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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表�－６ 動物遺存体集計表（１） 貝類ほか

ウミウニ綱

数量（点） 重量（ｇ）

二枚貝綱 左
右

数量（点） 重量（ｇ）

撹乱貝層
計

撹乱貝層
計

撹乱貝層
計

撹乱貝層
計

A B A B A B A B
オオバフンウニ科
（キタムラサキウニ主体）

片 * * * ４８１．０ ８６８４．０ ９１６５．０
１ ヤマトシジミ R １９４２１５４４８１７３９０ １１８３．４１１２１２．０１２３９５．４

L １８６４１４７１９１６５８３ １１７１．２１０６７６．８１１８４８．０

ハスノハカシパン 片 * * * ０．０ １．９ １．９ 片 ４１２．７ ４２７６．３ ４６８９．０

２ コタマガイ R ５９８ ３０１２ ３６１０ １０２８．０ ６８４８．７ ７８７６．７

甲殻綱

数量（点） 重量（ｇ） L ６１９ ３０１９ ３６３８ １０１５．０ ６９４４．８ ７９５９．８

撹乱貝層
計

撹乱貝層
計

片 ２９２０．２１８６２６．５２１５４６．７

A B A B ３ アサリ R １９９ １６４２ １８４１ ２３９．５ １８９３．５ ２１３３．０

（フジツボ類） 片 * * * １３４．０ １１１２．０ １２４６．０ L ２１３ １２９６ １５０９ ２５７．５ １９１６．１ ２１７３．６

片 ７４１．１ ３４０７．９ ４１４９．０

腹足綱

数量（点） 重量（ｇ） ４ イガイ R ７０ ４８４ ５５４ ６５．６ ６９８．９ ７６４．５

撹乱貝層
計

撹乱貝層
計

L ７３ ４８７ ５６０ ８２．５ ６６８．０ ７５０．５

A B A B 片 ５４．９ ６２５．０ ６７９．９

１ チヂミボラ 個 ８７ ８６８ ９５５ ９３．１ １０７７．９ １１７１．０ ５ ウバガイ R ３２ ３３９ ３７１ ３３１．３ ２７５３．５ ３０８４．８

片 ９０．２ ９６５．０ １０５５．２ L ３６ ３４９ ３８５ ３１９．３ ２７０４．７ ３０２４．０

２ ヒメエゾボラ 個 ２１ １７９ ２００ ５２．４ ９４７．９ １０００．３ 片 ２２８１．３１７７４１．１２００２２．４

片 １６９．１ １７８０．０ １９４９．１ ６ ヌノメアサリ R １９ ５４ ７３ １２．３ ４７．５ ５９．８

３ オオヨウラクガイ 個 ８ ８４ ９２ ６．５ ６０．０ ６６．５ L １６ ８３ ９９ １５．３ ６０．５ ７５．８

片 １．５ １．５ 片 ３４．２ １４８．８ １８３．０

４ パツラマイマイ 個 ６ ５８ ６４ ０．０ ０．７ ０．７ ７ マガキ R １６ ６１ ７７ ４２．６ １６９．５ ２１２．１

片 L ３ ７２ ７５ １６．１ ７５８．８ ７７４．９

５ タマキビガイ 個 １２ ５１ ６３ ７．３ ３６．９ ４４．２ 片 １２５．４ １２４８．４ １３７３．８

片 ０．９ ３．６ ４．５ ８ サラガイ R １ ２５ ２６ ３．１ １１９．７ １２２．８

６ エゾタマキビガイ 個 ２ ４２ ４４ ２．３ ７７．２ ７９．５ L ３ ３１ ３４ ６．９ １２３．１ １３０．０

片 ３．０ ３．０ 片 １２．４ １０４．９ １１７．３

７ イボニシ 個 ４ ３２ ３６ １．９ ７４．１ ７６．０ ９ シラトリガイモドキ R ２ １７ １９ ４．５ ２９．６ ３４．１

片 １５．１ ５５．９ ７１．０ L ３ １１ １４ １．９ ２０．９ ２２．８

８ ユキノカサガイ 個 ３ ２３ ２６ ０．２ ７．６ ７．８ 片 ６．６ ６０．６ ６７．２

片 ０．４ ０．３ ０．７ １０ イソシジミ R ３ １２ １５ １．３ ６．５ ７．８

９ ヒレガイ 個 ２ ２３ ２５ ３．５ ５８．２ ６１．７ L １ １５ １６ １．５ ７．５ ９．０

片 １４．４ １５２．９ １６７．３ 片 ０．４ ０．４

１０ アツタマキビガイ 個 １８ １８ ５．５ ５．５ １１ ビノスガイ R ２ ８ １０ ６５．３ ４１．２ １０６．５

片 L ２ １４ １６ ５．８ ２４６．３ ２５２．１

１１ ムギガイ 個 ２ １３ １５ ０．３ ２．１ ２．４ 片 １５４．９ ６２６．２ ７８１．１

片 １２ ハマグリ R ７ ７ ８．９ ８．９

１２ ホソウミニナ 個 ３ １１ １４ １．１ ２．７ ３．８ L １ １５ １６ ０．５ ２８．８ ２９．３

片 片 ６．０ ４４．０ ５０．０

１３ エゾチヂミボラ 個 １１ １１ ４９．７ ４９．７ １３ エゾヒバリガイ R ４ ９ １３ １．５ １４．３ １５．８

片 ７．２ ７．２ L １３ １３ １３．２ １３．２

１４ ヘソアキクボガイ 個 １ ８ ９ ０．０ ３．４ ３．４ 片 ２．０ ２．０

片 １４ バカガイ R ２ ２ ４ １．６ ２．５ ４．１

１５ アラムシロガイ 個 １ ７ ８ ０．０ １．１ １．１ L ２ ２ ４ ２．５ ３．２ ５．７

片 片 １．７ １．７

１６ エゾタマガイ 個 ７ ７ １２．９ １２．９ １５ ウチムラサキガイ R
片 １．０ １．０ L ４ ４ ２１．７ ２１．７

１７ アカニシ 個 ３ ３ ７１．１ ７１．１ 片 ２０．６ ２０．６

片 ２１．２ ２１．２ １６ コベルトフネガイ R ２ ２ ０．６ ０．６

１８ クロスジムシロガイ 個 ２ ２ ０．３ ０．３ L ３ ３ ０．３ ０．３

片 片 ０．３ ０．３ ０．６

１９ エゾヤスリヒザラガイ 個 １ １ ０．６ ０．６ １７ ナミガイ R １ １ ４．１ ４．１

片 L ３ ３ ８．９ ８．９

２０ アヤボラ 個 １ １ ２２．８ ２２．８ 片 ０．５ ０．５

片 １８ ホタテガイ R ２ ２ ３．３ ３．３

L １ １ １５．８ １５．８

片 １．３ ５０．３ ５１．６

１９ シコロエガイ R ２ ２ １．０ １．０

L １ １ ０．２ ０．２

片

２０ オオノガイ R １ １ １．０ １．０

L
片 ３．１ ３．１

２１ アカガイ R
L
片 ２．２ ２．２

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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表�－７ 動物遺存体集計表（２） 魚類

軟骨魚綱
部位 左

右

撹乱貝層

計 硬骨魚綱
部位 左

右

撹乱貝層

計
A

B
C A

B
C

細部 焼骨 細部 焼骨

サメ類 椎体 １６ １５２ １６８ アイナメ科 方形骨 R １４ １４

歯 １ １ L ８ ８

ツノザメ科 背鰭棘 １ ８ ９ 舌顎骨 L １ １

椎体 ３ ３ 前鋤骨 １２ １２

アカエイ科 椎体 １６ １６ 主鰓蓋骨 R ３ ３

トビエイ科 歯板 ５ ５ 角舌骨 R １ １

エイ類 鱗板 ４ ２ ６ 椎骨 第１腹椎 １ １８ １９

４９ ６２５ ２ ４ ６８０

硬骨魚綱
部位 左

右

撹乱貝層

計

カジカ科 咽頭骨 ２ ２

A
B

C
カマス 椎骨 １ １

細部 焼骨 ブリ 前上顎骨 近位 R ５ １４ １９

チョウザメ 硬鱗 ４ ４ L ３ １９ ２２

ニシン 耳骨 ３ ３ 中間 R ４０ ４０

方形骨 １ １ L ３５ ３５

椎骨 ７ ７ 遠位 R ７ ２ ９

ウグイ 咽頭骨 + + L ７ ７

方形骨 L １ １ 主上顎骨 近位 R １ ２５ ２６

椎骨 ７２ ６８０ １ ７５３ L ３ １８ ２１

サケ 椎骨 １ ２３ ２４ 中間 R １ ５ ６

歯 １ １ L １ ５ ６

イトウ 椎骨 ３ ３ 歯骨 近位 R １１ ５６ １ ６８

スケトウダラ 歯骨 R １ １ L ９ ５４ ６３

L １ １ 中間 R ７ ９ １６

角骨 R １ １ L １ １１ １２

ボラ科 主鰓蓋骨 R ２ ２ 遠位 R １ １

L １ ３ ４ L ３ ３

椎骨 ３ ９ １２ 角骨 R １３ １３

フサカサゴ科 前上顎骨 R ６ ３７ ４３ L １ １１ １２

L ４ ２９ ３３ 口蓋骨 R ７ ７

主上顎骨 R ２ １８ ２０ L ７ ７

L １ １４ １５ 前鋤骨 ２ ２７ ２９

歯骨 R １ ２８ ２９ 方形骨 R ２ ２７ ２９

L ２ ４４ ４６ L ５ ２１ ２６

角骨 R ６ ６ 舌顎骨 R １ ７ ８

L ４ ４ 前鰓蓋骨 R ２ １３ １５

口蓋骨 L １ １ L ２ ９ １１

方形骨 R ２ ２５ ２７ 主鰓蓋骨 R ９ ９

L ２ １７ １９ L １ ６ ７

舌顎骨 R １ ３ ４ 肩甲骨 R ４ １３ １７

L ２ ３ ５ L １ １２ １ １４

前鋤骨 ２２ ２２ 角舌骨 R ５ １１ １６

前鰓蓋骨 R １ ６ ７ L ６ ７ １３

L １ ６ ７ 下舌骨 下位 R ４ ４

主鰓蓋骨 R ５ ５ L ５ ５

L １２ １２ 頭骸骨 外後頭骨 ２ １４ １６

後側頭骨 R ３ ９ １２ 副蝶形骨 （８）（２３） （３１）

L １ １０ １１ 基後頭骨 １８ １８

上擬鎖骨 R ３ ３ 椎骨 第１腹椎 ７ ３４ ４１

L ５ ５ 腹椎 ４８ ２７８ ２ ３２８

擬鎖骨 L １ ２ ３ 尾椎 ２８ １４３ ２ １７３

肩甲骨 L １ １ 尾椎 L２ ３ １３ １６

角舌骨 R １ １ 尾部棒状骨 ２ １６ １８

上舌骨 R １ ２ ３ 下尾骨 ２ ２ ２６ ２８

L １ ２ ３ 下尾骨 ３ ８ ５３ １ ６２

椎骨 第１腹椎 ３ １２ １５ 棘 １２番目の血管棘 １８ ６５ １ ８４

腹椎 ９ １７０ １ １８０ ２９ ２９

尾椎 １４ １４３ １ １５８ 鰓条骨 尾椎付近 １１ １１

下尾骨 ２ ２ ２ スズキ 歯骨 R １ ２ ３

下尾骨 ３ １ ５ ６ 主鰓蓋骨 R ５ ５

アイナメ科 前上顎骨 R ５ ５ L １ ４ ５

L ９ ９ 前鋤骨 １ １

主上顎骨 R ４ ４ 椎骨 １ ８ １ １０

L １ ８ ９ マダイ 前上顎骨 完 R ２ ５ ７

歯骨 R ４ ４ L ４ ４

L ６ ６ 近位 R ３ １６ １９

角骨 R １ ２ ３ L ３ １９ ２２

L １ １ ２ 中間 R ４ ７ １１

口蓋骨 R １ １ L １ １３ １４

� 撹乱貝層の調査とその遺物
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表�－８ 動物遺存体集計表（３） 魚類ほか

硬骨魚綱
部位 左

右

撹乱貝層

計 硬骨魚綱
部位 左

右

撹乱貝層

計
A

B
C A

B
C

細部 焼骨 細部 焼骨

マダイ 前上顎骨 遠位 R １ １０ １１ ヒラメ 歯骨 L ３ ３

L ３ ９ １２ 角骨 R ４ ４

主上顎骨 完 R １４ １４ L ４ ４

L １２ １２ 口蓋骨 L １ １

近位 R ３ １０ １３ 前鋤骨 ４ ４

L ６ １４ ２０ 方形骨 R ８ ８

中間 R ９ ９ L ７ ７

L １１ １１ 前鰓蓋骨 R １ １ ２

遠位 R ２ １６ １８ L １ ３ ４

L １１ ７ １８ 主鰓蓋骨 L １ １

歯骨 完 R １ １ 上擬鎖骨 L ２ ２

L ４ ４ 擬鎖骨 R ３ ５ ８

近位 R ２ １０ １２ L ９ ９

L ６ １０ １６ 角舌骨 R １ １

中間 R ３ ９ １２ 尾舌骨 ３ ２９ ３２

L １ １０ １１ 下舌骨 下位 R １ １

遠位 R ２ １１ １３ 椎骨 第１腹椎 ９ ５５ ６４

L １ １５ １６ 腹椎 １７ １７４ １ １９２

角骨 R ５ ２６ ３１ 尾椎 ３８ ４０５ ２ １ ４４６

L ４ ３１ ３５ 下尾骨 ２ ４ ４

口蓋骨 R ３ ２５ ２８ 下尾骨 ３ ２７ ２７

L ８ １６ ２４ カレイ類 椎骨 第１腹椎 ３ ３

前鋤骨 １ １１ １２ 腹椎 １ １

方形骨 R ６ ３９ ２ ４７ 棘 第１血管間棘 １ １

L ６ ３８ ２ ４６ フグ 前上顎骨 R ３ ５ ８

舌顎骨 R ５ １４ １９ L ２ ４ ６

L ２ ２２ ２４ 歯骨 R １ ６ ７

前鰓蓋骨 R １０ １０ L ２ ４ ６

L ２１ ２１ 角骨 R ２ ２

主鰓蓋骨 R １４ １４ L ４ ４

L １０ １０ 口蓋骨 R ３ ３

後側頭骨 R １５ １ １６ L ３ ３

L ２４ １ ２５ 方形骨 R ６ ６

上擬鎖骨 R １０ １０ L ６ ６

L ８ ８ 主鰓蓋骨 R ２ ２

肩甲骨 R １２ １２ L １ １

L １０ １０ 角舌骨 R ２ ２

角舌骨 R ４ １３ １７ L ２ ２

L ２ ６ ８ 後翼状骨 R １ １ ２

上舌骨 R ８ ８ L ３ ３

L ４ ４ 椎骨 ４ ４

下舌骨 上位 L ２ ２ 鰓条骨 ２ ２

下位 L １ １

頭骸骨 上後頭骨 ３ １０ １３

爬虫綱
部位 左

右

撹乱貝層

計前頭骨 １ ７ ８
A

B
C

外後頭骨 ８ ８ 細部 焼骨

副蝶形骨 （１４）（２７） （４１） ヘビ 椎骨 １ １

基後頭骨 ７ ７

椎骨 第１腹椎 １ １６ １ １８

鳥綱
部位 左

右

撹乱貝層

計腹椎 ２５ １６０ １ １８６
A

B
C

尾椎 ３３ １９７ １ １ ２３２ 細部 焼骨

尾椎 L１ ６ ６ カモメ類 脛骨 １ １

骨瘤 ４ ２９ １ ３４ カラス類 大腿骨 R １ １ ２

尾部棒状骨 ３ ３ L １ １

下尾骨 ２ ２ １１ １３

下尾骨 ３ ５ １２ １７

棘 無担鰭棘 ４ ３０ ３４

第１血管間棘 ４ １６ ２０

神経棘 L２ １１ １１

サバ 椎骨 ２１ ２４０ ２６１

マグロ類 椎骨 ４ １６ ２ ２２

終尾椎 １ １

棘 神経棘 １ １

ヒラメ 前上顎骨 R ６ ６

L １１ １１

主上顎骨 R １ １ ２

L ４ ２ ６

歯骨 R ４ ９ １３

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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表�－９ 動物遺存体集計表（４） 哺乳類

哺乳綱
部位 左

右

撹乱貝層

計 哺乳綱
部位 左

右

撹乱貝層

計
A

B
C A

B
C

細部 焼骨 細部 焼骨

ネズミ科 頭蓋骨 ２ １ ３ ニホンアシカ 踵骨 L １ １

下顎骨 R ３ ３ 距骨 R １ １

L １ １ L １ １ ２

椎骨 １ １ 陰茎骨 ３ ３

頸椎 １ １ 足根骨 １ １ １ ３

上腕骨 ９ ９ 舟状骨 ２ ２

寛骨 １ ２ ３ 中足骨 ４ ４ ８

大腿骨 ２ ３ ５ 基節骨 ２１ ２ ２３

脛骨 ６ ６ 中節骨 ４ １ ５

リス？ 上腕骨 L １ １ 末節骨 ９ ９

キタキツネ 椎骨 １ １ オットセイ 頭蓋骨 + + +
肩甲骨 １ １ 舌骨 １ １

上腕骨 １ １ 下顎骨 R １ １

尺骨 １ １ L ２ ２

寛骨 ２ ２ 歯 + +
基節骨 ３ ３ 椎骨 + + +
中節骨 １ １ ２ 環椎 １ １

末節骨 １ １ 軸椎 ２ ２

エゾタヌキ 歯 １ １ 胸椎 ２ ２

肩甲骨 １ １ 肩甲骨 近位 L １（幼） １

中手骨 １ １ 肋骨 + +
基節骨 ６ ６ 上腕骨 中間 R １ １

中節骨 ２ ２ 遠位 R １ １ ２

ネコ 下顎骨 R １ １ L １ １

イルカ類 頭蓋骨 鼓室部 １ １ 橈骨 R １ １

椎骨 胸椎 ４ ４ L １ １

腰椎 １ ６ ７ 尺骨 R １ １

クジラ類 椎間板 １ １ 手根骨 １ １

ニホンアシカ 頭蓋骨 + + + 中手骨 ２ ２

下顎骨 R １ ３ ４ 寛骨 R １ １ ２

L １ ４ ５ L ２ ２

歯 + + + 大腿骨 近位 R １ １

椎骨 + + + + L １ １

環椎 １ １ 脛骨 近位 R １ １

軸椎 １ ２ １ ４ 中間 L １ １ ２

胸椎 １ ２ １ ４ 距骨 R ２ ２

肩甲骨 中間 ３ ３ L １ １

肋骨 + + 足根骨 ２ ２

上腕骨 近位 R ３ ３ 中足骨 ２ ２

L １ １ 基節骨 ８ １８ ２６

中間 R １ ２ ３ ニホンジカ 頭蓋骨 + +
L １ １ 角 + + + +

遠位 R １ ３ ２ ６ 下顎骨 L １ １

橈骨 近位 R １ １ 歯 + +
L １ １ 椎骨 + + + + +

中間 R １ １ ２ 頸椎 １ １

L ２ １ ３ 肩甲骨 近位 R ３ ２ ５ １０

遠位 R １ １ L ２ ３ １ ６

L １ １ ２ 中間 ５ + ５

尺骨 R １ ４ ５ 肋骨 + +
L ２ ２ 上腕骨 遠位 R ３ ２ ５

手根骨 １ １ L １ ３ ４

橈側 R １ １ 橈骨 近位 R ４ １ ５

L １ １ ２ L １ ５ １ ７

中手骨 完 ４ ４ 遠位 R １ ３ ４

近位 ５ ５ L ２ ５ ７

遠位 ３ ３ 尺骨 R ３ １ ４

寛骨 R ２ １ ３ L １ ２ １ ４

L １ １ 手根骨 橈側 R １ １ ２

大腿骨 完 R １ １ L ２ ２

近位 R ２ ２ 中間 R １ １ ２

中間 L １ １ L ２ ２

膝蓋骨 R １ １ ２ 尺側 R １ １ １ ３

L ２ ２ L ３ ３

脛骨 近位 R ３ ３ ２+３ R １ ２ ２ ５

L ２ ２ L ２ ３ １ ６

遠位 L １ １ ４ R ２ ２ ４

腓骨 近位 １ １ L １ ２ ３ ６

遠位 １ １ 副 R １ １

踵骨 R １ １ L ３ ３
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表�－１０ 動物遺存体集計表（５） 哺乳類 表�－１１ 個体数集計表（魚類・哺乳類）

哺乳綱
部位 左

右

撹乱貝層

計

魚類

Ａ
Ｂ

Ｃ 種
最少
個体数

個体数 例

細部 焼骨 部位 個体数

ニホンジカ 中手骨 近位 R ４ ４ ブリ ６８ 歯骨 R ６８

L １ ３ ４ 下尾骨３ ６２

遠位 R ２ １ ３ 第１腹椎 ４１

L ２ ２ ヒラメ ６４ 第１腹椎 ６４

寛骨 R ２ １ ３ 尾舌骨 ３２

L １ １ ２ 下尾骨３ ２７

大腿骨 近位 R ２ ３ ５ マダイ ４７ 方形骨 R ４７

L ２ ２ 角骨 L ３５

遠位 R ３ ５ １ ９ 主上顎骨 L ３２

L １ ３ １ ５ フサカサゴ科 ４６ 歯骨 L ４６

膝蓋骨 L １ １ 前上顎骨 R ４３

脛骨 近位 R ６ ６ 方形骨 R ２７

L ２ ２ ４ アイナメ科 １９ 第１腹椎 １９

遠位 R ３ ３ １ ７ 方形骨 R １４

L ４ １ ５ 前鋤骨 １２

腓骨 １ ４ ５ フグ ８ 前上顎骨 R ８

踵骨 R ５ １ ６ 歯骨 R ７

L ４ ２ １ ７ スズキ ５ 主鰓蓋骨 R ５

距骨 R １ ５ ６ ツノザメ科 ５ 背鰭棘 ５

L １ ５ ６ ボラ科 ４ 主鰓蓋骨 L ４

足根骨 C＋４ R ４ ５ ９ カレイ類 ３ 第１腹椎 ３

L ３ ３ １ １ ８ マグロ類 １ 終尾椎 １

２＋３ R ３ ３ ニシン １ 耳骨 １

L １ １ ２ 方形骨 １

１ R １ １ ※その他個体数の多い魚類

L １ １ ウグイ（椎骨７５３個、１７尾分以上）・サバ（椎骨２６１個、１０尾分以上）

果骨 R １ １ ※その他１尾程度の魚類

L １ １ サメ類・エイ類・サケ・イトウ・カジカ・カマス

中足骨 近位 R ２ ５ ７

L ４ ４ 哺乳類

中間 R １ １
種

最少
個体数

個体数 例

L １ １ 部位 個体数

遠位 R １ １ ２ ニホンジカ １０ 肩甲骨 R １０

L ３ ３ 大腿骨 R ９

中手・中足骨 遠位端 ７ １５ ９ ３１ 足根骨 C＋４ R ９

種子骨 ４ ２４ ３ ３１ ニホンアシカ ６ 上腕骨 R ６

基節骨 完 R ４ １０ １４ 尺骨 R ５

L １ ７ １ ９ 軸椎 ４

近位 R １ ４ １ ６ オットセイ ２ 寛骨 R ２

L １ ８ １ １０ 距骨 R ２

遠位 R ２ １０ １ １３ ネズミ科 ５ 上腕骨 ５

L ５ １０ １５ 下顎骨 R ３

中節骨 完 R ７ １２ １９ ※その他１体程度の哺乳類

L １ １４ １５ キタキツネ・エゾタヌキ・リス？・イルカ類・クジラ類

近位 R ６ ２ ８

L ２ ５ １ ８

遠位 R ２ ４ １ ７

L ２ ３ １ ６

末節骨 完 R ４ １３ １ １８

L ４ １２ １６

近位 R １ ３ ４

L １ １ ２

遠位 R １ １

L １ １

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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� 遺構および包含層の調査とその遺物

１．遺構

遺構は、焼土６ヵ所が検出された。焼土番号は、平成１１～１３年度調査で付された番号に引き続いて

付した。

（１）焼土 〔図�－１・２ 表�－１ 図版５・６・１５〕

F－２６

位置：M・N－１３・１４区 標高４３．９～４４．５ｍの段丘斜面

規模：１７１�×９２�／２１�
被熱層：�層中

特徴：明赤褐色に強く被熱した大型の焼土。平面形はおおむね楕円形であるが、東側（斜面下方）は

やや不整形である。断面は、両端部を除いて１５～２０�の厚さで傾斜に沿って帯状になっている。大部

分は均質的な明褐色を呈し、上位や端部は漸移的に色調が変化している。明瞭な炭化物は検出されな

かった。

遺物：検出範囲上では出土していないが、焼土の西側（斜面上方）に約４０点の遺物が散在し、焼土の

東側（斜面下方）に８点の遺物が傾斜に沿って帯状に分布している。斜面上方から�群 b類中茶路

式（図�－４の６・７）焼土周辺から斜面下方にかけて�群 b類円筒下層 a式（同１５～１７・２２～２４・

３２・３３）を主体とする土器が出土した。石器は、焼土周辺から石鏃（図�－９の２）・つまみ付きナイ

フ（同５）・磨製石斧（同１６）・北海道式石冠（図�－１０の２８）・石錘（図�－１１の３２）などが出土して

いる。これらの遺物は、焼土と何らかの関係がある可能性があるが、包含層の遺物として別項に掲載

した。

F－２７

位置：L－１４区 標高４２．９～４３．０ｍの段丘斜面

規模：３３�×２０�／８�
被熱層：�層中

特徴：小型の楕円形の焼土であるが、均質的な赤褐色を呈する。斜面の傾斜に沿って被熱している。

被熱層は均質的。

遺物：出土していない。

F－２８

位置：C－２７・２８区 標高４５．０ｍの段丘斜面

規模：（６４�）×（５４�）／１０�
被熱層：�層中

特徴：平面形はおおむね楕円形（ひょうたん形）。中央部から西側が強く被熱し、東側に弱い被熱層

が広がる。東側に炭化材片がやや多く含まれている。木の根または倒木が焼けたものである可能性も

ある。

� 遺構および包含層の調査とその遺物
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図�－１ 焼土（１）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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図�－２ 焼土（２）
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表�－１ 遺構出土掲載石器一覧

挿図
番号

掲載
番号

写真
図版

遺物名 遺構 層位 石材
大きさ（�） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

図�－２ １ 図版１５ 磨製石斧 焼土 F２８ 上面 緑色泥岩（６．２） ４．６ ２．２ １０３．７

遺物：焼土の西側縁辺部から磨製石斧１点が出土した。被熱層に刺さった状態で出土したが、石斧自

体に被熱した跡は観察されていない。刃部側半形で残存している。緑色泥岩製で、表面は全面丁寧に

磨かれている。

F－２９

位置：J－１７区 標高４０．６～４０．９ｍの段丘斜面

規模：５０�×４０�／４�
被熱層：�層中

特徴：不整形で、斜面の傾斜に沿って薄く被熱している。斜面下方側にやや明度の高い被熱層があり、

斜面上方は被熱層が薄く、炭化材が広がっている。炭化材は焼土下端部と上面に含まれており、上面

にはやや大型のものも含まれている。

遺物：出土していない。

F－３０

位置：F－２２区 標高４３．３～４３．５ｍの段丘斜面

規模：５８�×４７�／８�
被熱層：�層中

特徴：平面形はほぼ楕円形。比較的緩やかな傾斜面上に形成されている。被熱層の色調は、中央部か

ら周辺部に漸遷している。焼土周辺に細かい炭化材片が散在している。

遺物：出土していない。

F－３１

位置：I－１７・１８区 標高４１．６～４１．７ｍの段丘斜面

規模：９７�×７４�／５�
被熱層：�層中

特徴：大型の風倒木付近で検出された不整形な焼土。下端に�b層相当の褐色砂質土層があり、倒木

等により上位に盛り上げられた砂質土上で焼成されたと思われる。

遺物：出土していない。

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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２．包含層出土の遺物

（１）土器 〔図�－３～６ 表�－２ 図版６・１４・１５〕

包含層からは２１３点の土器が出土した。層位別では、�層から２０９点、�層から３点（�群 a類１

点、�群 b類２点）、表採１点である。おおむね�層下位～�層から早期、�層中から前期以降の土

器が出土している。

分布図は包含層が欠落している調査区北部を除いて作図した（図�－３）。調査区中央部付近がや

や出土点数が多いものの、全体的には一発掘区につき１０点以内のところがほとんどである。調査区南

部側は全く出土していない発掘区が目立つ。

縄文時代早期中葉の土器（�群 a類）

�層および�層中から１４点出土した。そのほとんどが調査区中央部の J・Kライン付近である。

１～４は貝殻条痕文系の土器。虎杖浜式以前のものとみられる。１は波状口縁の波頂部付近。角形

の口唇上に貝殻腹縁を連続押捺している。口縁部は押引状の連続刺突を４条平行に施している。２・

３は器壁が薄い。鋸歯状沈線や平行沈線が施されている。２には貝殻腹縁の連続押捺が浅く観察され

る。４は内外面とも櫛歯状の浅い条痕が観察される。内面は斜位および横位に明瞭に観察されるが、

外面は無文に近い。

縄文時代早期後葉の土器（�群 b類）

�層および�層中から２０点出土した。調査区中央部北寄りのNライン付近、特に段丘上位側に多

くみられる。

５～７は中茶路式。５は薄い貼付帯を沈線で画し、細かい縄目の短縄文が連続押捺されている。灰

黄褐色を呈している。６・７は器壁が非常に薄く、ややもろい。暗赤褐色を呈している。非常に細か

い原体の絡条体圧痕が斜行している。

８～１０は東釧路�式。細かい縄目の撚糸文が鋸歯状に施文されている。９の外面は淡色である。８

・９の外面に炭化物が付着している。

縄文時代前期前半の土器（�群 a類）

�層中から３点出土したが、�群 b類に属するものも含まれているかもしれない。

１１は静内中野式に属するものと思われる。器壁が１．７�と厚く、繊維および小礫を多量に含む。太

い LR縄文が施文されている。外面に炭化物が付着している。

縄文時代前期後半の土器（�群 b類）

１０１点と最も多く出土した。調査区中央部、特に削平された調査区北部側に近い方から多く出土し

ている。調査区南部は３点のみである。拓影図は部位別に掲載した（１２～１９口縁、２０～３２胴部、３３胴

部～底部）。

１２～１９の口縁はやや多様である。１２・１３は口唇下に縄線文がある。１２はやや外反する口縁で、口唇

部は丸みをもち、縄文原体が弱く押捺されている。縄線ほかに炭化物が付着している。胎土に繊維を

少量含み、砂粒が目立つ。１３は平口縁で角型の口唇をもつ。縄線はやや弓なりである。内面は横位の

条痕が明瞭で、炭化物が多量に付着している。１４は口唇上に沈線が横走し、縦位方向にやや間隔をあ

けて刻みが弱く施されている。外面が磨滅しているが、不整撚糸文とみられる文様が観察される。１５

～１９はやや外反する口縁。１６～１９には縄文の節などに炭化物が付着している。１５・１７・１９は丸みを帯

びた口唇部をもつ。１５は磨滅しているが、撚糸文が観察される。砂粒が多くややざらついている。１６
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はやや密な撚糸文が横位に、１７はやや間隔の空く撚糸文が斜位に施文されている。内面は条痕調整後

ナデ調整が行われている。１８は LRL複節縄文がみられる。口唇はやや角形を示す。１９は無節 L縄文

が比較的密に施文されている。胎土にわずかに繊維を含む。なお破損した断面部にも炭化物が付着し

ている。

２０～３２の胴部のうち、２０～２４は撚糸文、２４～３２は縄文が施文されたもの。２０は１６の土器に胎土・色

調が似ている。２１は外面に不整撚糸文、内面に条痕が見られる。暗灰褐色を呈する。２３は底部に近い

胴部片。間隔のやや狭い撚糸文が一部重複している。２４は胴部くびれ部。上部に不整撚糸、下部に LR

の粗い縄文がみられる。

２５は RL縄文と撚糸文が一部重複しているように観察される。炭化物が多量付着している。２６は器

壁がやや厚く、縄文の節がやや大きい。２７は組紐によるものであろうか、原体押捺が複数の方向から

行われている。補修孔とみられる貫通孔が外面側から穿たれているが、土器片再生円盤（未成品また

は欠損品）の中央部の貫通孔のようにもみられる。内面に炭化物が多量付着している。２８は外面に LRL

複節縄文が施文され、内面は横位～斜位に条痕調整が行われている。３０は底部に近い位置にある胴部

片と思われる。やや強く内湾する部分がある。３１は上下の文様単位が重なっている。器壁は厚く、や

やもろい。内面にも同一原体の縄文が施文されている。３２は全体的に黒色を呈する。内面は丁寧に調

整されている。

３３は底部付近の土器。やや間隔の密な撚糸文が横位に、やや張り出す底部付近は縦位に施文してい

る。外面は赤褐色を呈する。

縄文時代後期前葉の土器（�群 a類）

�層中から５１点出土し、すべて同一個体のものである。出土状況を図�－６に示した。調査区東部

斜面の G－２３区において、傾斜に沿うように分布している。

３４～３７は同一個体の深鉢。余市式に属する。胴～底部の残存高は１６�ほどであるが、全体は４０�近

くになるものと推定される。厚さ約２�の平底から外傾して立ち上がり、胴部はわずかにふくらみ緩

やかに口縁部にいたる器形と思われる。平縁で角型の口唇であり、口唇下に貼付帯がめぐる。貼付帯

は胴～底部の残存部で２段、全体では推定５段（口縁端含む）で、おおむね等間隔に平行に貼付され

ている。幅は１．５�程度でおおむね均一で、厚さは３�にも満たず薄い。地文は LR縄文で、貼付隆

帯上は横位の回転施文、残りの面は口縁から底部付近に向かって縦位に回転施文している。貼付隆帯

上は上位方向からの縦位の LR縄文がはみ出して重なっている部分がある。土器内面には成形時の指

頭圧痕が各所に見られ、横位にナデ調整が行われている。外面の色調は全体的に燈色を示し、焼成は

良好である。

縄文時代後期後葉～晩期の土器（�群 c類・�群）

�層中から１８点出土した。�群 c類または�群と思われるものは調査区中央部付近の K－１５区か

ら７点、�群は調査区東部の斜面下方の G・H－２２区のみから出土した。

３８・３９は小片であるため判断に苦慮するが、�群 c類（または�群）のものと思われる。破片の

湾曲や文様の位置、内面調整がなく凹凸がみられることから、注口土器の肩部と判断される。器壁が

薄く、明褐色を呈している。地文はなく、文様は２条一組の浅い沈線が横位および斜位（３８）にわず

かにみられる。

４０・４１は�群。撚りのやや細かい LR縄文が縦位にみられることから、晩期中葉～後葉のものと思

われる。器壁は薄く、暗褐色～黒褐色を呈している。
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図�－４ 包含層出土の土器（１）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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図�－５ 包含層出土の土器（２）

図�－６ Ｇ－２３区土器出土状況
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表�－２ 包含層出土掲載土器一覧

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

発掘区 層位
点
数 分類 器種 部位 文様ほか

図�－４ １ 図版１４ K－１７ � １ �a 深鉢 口縁 刺突列（押引）／口貝殻腹縁

図�－４ ２ 図版１４ K－１４ � １ �a 深鉢 胴 沈線文・貝殻腹縁

K－１５ � １

図�－４ ３ 図版１４ K－１４ � １ �a 深鉢 胴 沈線文（鋸歯文）

図�－４ ４ 図版１４ G－２３ � １ �a 深鉢 胴 無文／内条痕

図�－４ ５ 図版１４ C－２８ � １ �b 深鉢 胴 隆帯・沈線／LR縄文

図�－４ ６ 図版１４ N－１２ � １ �b 深鉢 口縁 絡条体圧痕文 ／／F‐２６周辺

図�－４ ７ 図版１４ N－１２ � １ �b 深鉢 胴 絡条体圧痕文 ／／F‐２６周辺

図�－４ ８ 図版１４ J－１７ � １ �b 深鉢 胴 撚糸文

図�－４ ９ 図版１４ D－２７ � １ �b 深鉢 胴 撚糸文

図�－４ １０ 図版１４ J－１６ � １ �b 深鉢 胴 撚糸文

図�－４ １１ 図版１４ O－１５ � １ �a 深鉢 胴 LR縄文、繊維多量含む

図�－４ １２ 図版１４ H－１７ � １ �b 深鉢 口縁 縄線文／外・内RL縄文

図�－４ １３ 図版１４ H－１７ � １ �b 深鉢 口縁 縄線文／外・内 LR縄文

図�－４ １４ 図版１４ M－１４ � １ �b 深鉢 口縁 不整撚糸文／口沈線

図�－４ １５ 図版１４ N－１２ � ２ �b 深鉢 口縁 不整撚糸文 ／／F‐２６周辺

図�－４ １６ 図版１４ N－１３ � １ �b 深鉢 口縁 不整撚糸文 ／／F‐２６周辺

図�－４ １７ 図版１４ N－１２ � １ �b 深鉢 口縁 撚糸文 ／／F‐２６周辺

図�－４ １８ 図版１４ M－１３ � １ �b 深鉢 口縁 LRL縄文

図�－４ １９ 図版１４ M－１４ � １ �b 深鉢 口縁 無節 L縄文

図�－４ ２０ 図版１４ M－１３ � １ �b 深鉢 胴 撚糸文

図�－４ ２１ 図版１４ L－１４ � １ �b 深鉢 胴 不整撚糸文／口条痕

図�－４ ２２ 図版１４ N－１２ � ２ �b 深鉢 胴 撚糸文 ／／F‐２６周辺

図�－４ ２３ 図版１４ N－１４ � １ �b 深鉢 胴 撚糸文 ／／F‐２６周辺

図�－４ ２４ 図版１４ N－１３ � １ �b 深鉢 胴 不整撚糸文・LR縄文 ／／F‐２６周辺

図�－４ ２５ 図版１４ I－１５ � １ �b 深鉢 胴 RL縄文

図�－４ ２６ 図版１４ K－１５ � １ �b 深鉢 胴 LR縄文

図�－４ ２７ 図版１４ G－１８ � １ �b 深鉢 胴 組紐圧痕文／補修孔？

図�－４ ２８ 図版１４ O－１５ � １ �b 深鉢 胴 LRL縄文／内条痕

図�－４ ２９ 図版１４ M－１５ � １ �b 深鉢 胴 LR縄文

図�－４ ３０ 図版１４ O－１５ � ２ �b 深鉢 胴 RL縄文

図�－４ ３１ 図版１４ K－１５ � １ �b 深鉢 胴 外・内 LR縄文

図�－４ ３２ 図版１４ M－１４ � １ �b 深鉢 胴 RL縄文 ／／F‐２６周辺

N－１４ � １

図�－４ ３３ 図版１４ N－１２ � １ �b 深鉢 胴 撚糸文 ／／F‐２６周辺

図�－５ ３４ 図版１５ G－２３ � ２ �a 深鉢 口縁 隆帯／LR縄文

図�－５ ３５ 図版１５ G－２３ � ４ 胴 平口縁

図�－５ ３６ 図版１５ G－２３ � ６ 胴

図�－５ ３７ 図版１５ G－２３ � ２６ 胴～底 平底

残存高１６．３�、胴径２６．０�
底径１１．６�

図�－５ ３８ 図版１５ K－１５ � ２ �c～� 注口 胴 沈線

図�－５ ３９ 図版１５ K－１５ � ２ �c～� 注口 胴 沈線

図�－５ ４０ 図版１５ G－２２ � ２ � 深鉢 胴 LR縄文

図�－５ ４１ 図版１５ G－２２ � ２ � 深鉢 胴 LR縄文
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（２）石器等 〔図�－７～１１ 表�－３ 図版１５～１７〕

包含層中からは８１点の石器等が出土した。すべて�層からである。定形的石器は４８点で、フレイク

類９点、礫等２４点である。定形的石器が半数以上を占め、しかも完形または完形に近い残存状況のも

のが多く見られる。

分布図は包含層が欠落している調査区北部を除いて作図した（図�－７・８）。調査区中央部付近

がやや出土点数が多いものの、全体的には土器同様、一発掘区につき１０点以内のところがほとんどで

ある。調査区南部側は全く出土していない発掘区があるが、土器よりは出土地点が多い。

石鏃（１～２）

�層中から２点出土し、図示した。頁岩製１点、珪岩製１点である。１は頁岩製で、二等辺三角形

の平基の石鏃。わずかに先端部が欠損している。２は珪岩とみられる半透明の石材が使用されている。

二等辺三角形の平基の石鏃で、先端部側の半分近くが欠損している。

石槍またはナイフ（３）

�層中から１点出土し、図示した。３は木葉形の石槍で、背面中央部にふくらみを残す。

つまみ付きナイフ（４～７）

�層中から５点した。表土から出土した１点もここに含め、４点図示した。すべて頁岩製である。

４は先端部側を欠落する。つまみ部が背面右側に偏っている。背面に先行剥離面が広く残る。５は焼

土 F－２６周辺のM－１３区とN－１３区から出土したものが接合した。上半（N－１３区出土）は被熱し

やや白く変色して表面がざらついている。薄い剥片を素材としている。背面には先行剥離面が広く残

っているが、周縁は丁寧に細かく剥離されている。腹面側縁に微細な剥離面が多数見られる。６は鋭

角の先端部側が残存している。腹面左側縁の先端部側にも剥離痕がある。７は表土採集の完形品であ

る。短冊形を呈する。黒色の頁岩制で、やや厚みがある。

磨製石斧・石斧（８～１７）

�層中から１４点出土し、１０点図示した。石材は緑色泥岩が主であるが、泥岩（８）、砂岩（９）、緑

泥片岩？（１２）も用いられている。ほとんどが欠損品であり、基部のみが４点（８・１４～１６）、刃部

のみが５点（９～１３）、完形は１点（１７）となっている。８は角柱状の自然礫が用いられているもの

と思われる。敲打調整が目立ち、「石斧」の名称にとどめた。９は砂岩製のため表面がざらつく。断

面が楕円形を呈し全体的に丸みをもつ。１０～１５は撥形～短冊形を呈す典型的な磨製石斧で、刃部は両

刃で側面が丁寧に研磨されている。１１は剥落しやすい変成岩の一種が石材で、層理が目立つ。１６は自

然礫の形状が良く残る。１７も刃部付近を除いて、加工・研磨痕があまりみられない。流水等により丸

みを帯びた細長い原材を採集して刃部側のみを研磨したものと思われる。

石鋸（１８）

�層中から１点出土し、図示した。１８の石材は、鉄分と見られる赤色物質が付着した扁平な安山岩

が使用されている。下縁部に刃部が設けられ、刃部と平行に研磨の跡とみられる線状痕がある。刃部

の一部に後世のものとみられる剥離痕がある。

たたき石（１９～２０）

�層中から３点出土し、２点図示した。１９は楕円体の礫の端部に敲打痕がある。２０はやや扁平で平

面が円形の礫の側面一端に敲打痕がある。

すり石（２１）

�層中から２点出土し、１点図示した。２１は安山岩の楕円体の礫を用い、長軸側縁に磨り面を作出

したもの。
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北海道式石冠（２２～２８）

�層中から８点出土し７点図示した。ほとんどが調査区中央部付近から出土している。すべて安山

岩製である。やや扁平な自然礫を用い、下面を平坦に磨り、溝などで上部に把手部を作り出す。２２～

２６は敲打による溝をもつ。２７は両端部を打ち欠き把手部を作出する。２８は一部にくぼみを設けただけ

で、すり石とすべきかもしれない。

２２は一部を欠落しているが、典型的な北海道式石冠である。把手部は丸みをもつ。溝は敲打による

ものと見られるが、磨滅または研磨により痕跡が目立たない。２３は溝が両端部と片面のみ施されてい

る。図の右側縁側が剥落している。２４は両端の打ち欠きは明瞭だが、敲打による溝が浅い。２５は胴長

の形状である。敲打による溝は深く明瞭であるが、両端部と片面に施されている。把手部の上部が敲

打調整されている。２６は敲打による溝を上部に設け、把手部が小さく丸みを帯びている。２７・２８は２

�前後を量る。２７は両端部の敲打痕がわずかにみられる。２８は片面中央部が窪む。頭部および側面が

敲打調整されている。

石錘（２９～３７）

�層中から９点出土し、すべて図示した。調査区中央部のMライン付近に４点、南部に４点が散

在する。３７の１点を除き、安山岩製である。３７は緑色片岩とみられる変成岩が用いられ、他と異なる

様相を呈している。３４を除き、ほぼ完形品である。機能部の打ち欠き部は丁寧なものが多いが、特に

大型の石錘の機能部は大きく剥離したものや摩擦したものも多く含まれている。大きさは７～９�程

度のもの（２９～３３）と、１１～１３�程度のもの（３４～３７）がある。

２９・３０は扁平で平滑な自然礫を素材としている。３０の側面は研磨されている。３２は表面がややざら

ついており、機能部の剥離面は摩滅している。３３は片面が大きく剥落・欠損している。３４は半分が欠

落している。表面がざらついている。３５は片面が機能部の両側から大きく剥落している。３６は両側の

機能部から剥落が見られる。側面中央部付近がやや窪む。３７は扁平で、平面形が不整な楕円の大型の

石錘。硬質な石材のためか機能部の調整が良く残る。

台石（３８）

�層中から１点出土し、図示した。３８は安山岩の自然礫の一部を研磨したものとみられる。

石皿（３９）

�層中から１点出土し、図示した。３９は安山岩製の石皿の縁辺部。周縁は敲打・研磨により調整さ

れ、作業面は片面に設けられ、大きく窪む磨り面が明瞭である。

Ｒフレイク

�層中から２点出土した。

フレイク

�層中から６点出土し、表面採集で１点回収した。頁岩６点、石英安山岩とみられるもの１点であ

る。台地上と比較して、非常に少ない。

加工痕ある礫

�層中から２点出土した。１点は凝灰岩質の砂岩で、側縁に連続した調整痕がある。

礫

�層中から２２点出土した。調査区中央部のMライン付近に十数点ほどがややまとまっているほか

は、南部に１０点ほどが散在する。このほか地山に含まれている板状の砂岩礫が多数あったが、出土点

数に含めていない。遺物として扱った礫は、表面が平滑な楕円体の安山岩が多い。

（阿部）
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図�－９ 包含層出土の石器（１）

� 遺構および包含層の調査とその遺物
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図�－１０ 包含層出土の石器（２）

白老町虎杖浜２遺跡（３）
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図�－１１ 包含層出土の石器（３）

� 遺構および包含層の調査とその遺物
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表�－３ 包含層出土掲載石器一覧

挿図
番号

掲載
番号

写真
図版

遺物名 発掘区 層位 石材
大きさ（�） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

図�－９ １ 図版１５ 石鏃 B－２６ � 頁岩 ４．２ １．６ ０．６ ２．３

図�－９ ２ 図版１５ 石鏃 N－１４ � 珪岩 （２．５） １．８ ０．４ ２．０ F－２６周辺

図�－９ ３ 図版１５ 石槍 J－１７ � 頁岩 ８．３ ２．３ １．５ ２１．５

図�－９ ４ 図版１５ つまみ付きナイフ M－１５ � 頁岩 （５．１） ３．２ ０．８ １３．１

図�－９ ５ 図版１５ つまみ付きナイフ M－１３ � 頁岩 ７．７ ３．０ ０．５ １１．３ ２点接合、１点被熱

N－１３ � F－２６周辺

図�－９ ６ 図版１５ つまみ付きナイフ L－１３ � 頁岩 （３．６） ２．７ ０．５ ５．８

図�－９ ７ 図版１５ つまみ付きナイフ 表採 頁岩 ６．９ ２．０ ０．８ １５．７

図�－９ ８ 図版１６ 石斧 M－１４ � 泥岩 （６．４）（４．１） ２．４ ８５．４

図�－９ ９ 図版１６ 磨製石斧 C－２９ � 砂岩 （９．３） ４．０ ３．２ １７２．２

図�－９ １０ 図版１６ 磨製石斧 C－２９ � 緑色泥岩 （８．０） ５．２ ２．８ １７５．８

図�－９ １１ 図版１６ 磨製石斧 I－１８ � 緑色泥岩 （８．３） ５．１ ２．０ １４６．４

図�－９ １２ 図版１６ 磨製石斧 H－１７ � 緑泥片岩 （５．８） ３．７ １．４ ５３．３

図�－９ １３ 図版１６ 磨製石斧 O－１５ � 緑色泥岩 （４．７） ３．８ １．０ ２９．１

図�－９ １４ 図版１６ 磨製石斧 M－１３ � 緑色泥岩 （４．９）（３．２）（２．０） ４７．８

図�－９ １５ 図版１６ 磨製石斧 M－１５ � 緑色泥岩 （８．０） ４．３ ２．５ １４７．５

図�－９ １６ 図版１６ 磨製石斧 N－１３ � 緑色泥岩 （８．１） ４．１ ２．２ １１９．３ F－２６周辺

図�－９ １７ 図版１６ 磨製石斧 D－２７ � 緑色泥岩 ８．７ ２．６ １．２ ４０．５

図�－９ １８ 図版１６ 石鋸 O－１５ � 安山岩（扁平）（６．４）（４．０） １．９ ３８．８

図�－１０ １９ 図版１６ たたき石 G－１８ � 安山岩 １１．８ ６．７ ３．４ ３５４．０

図�－１０ ２０ 図版１６ たたき石 H－１７ � 安山岩 ７．８ ７．７ ３．４ ２７６．０

図�－１０ ２１ 図版１６ すり石 M－１４ � 安山岩 １３．２ ６．６ ４．２ ５０８．０

図�－１０ ２２ 図版１６ 北海道式石冠 G－１９ � 安山岩 １２．０（１１．０） ５．１ ９３１．０

図�－１０ ２３ 図版１６ 北海道式石冠 K－１５ � 安山岩 １３．０（１０．４） ４．６ ８９８．０

図�－１０ ２４ 図版１６ 北海道式石冠 M－１５ � 安山岩 １０．７（１０．２） ４．３ ６７０．０

図�－１０ ２５ 図版１６ 北海道式石冠 N－１５ � 安山岩 （１０．１）１３．８ ５．５ １１３２．０

図�－１０ ２６ 図版１６ 北海道式石冠 H－１７ � 安山岩 １０．９（１２．１） ５．７ ９３１．０

図�－１０ ２７ 図版１６ 北海道式石冠 O－１５ � 安山岩 １５．１ １５．９ ４．８ １８２８．０

図�－１０ ２８ 図版１７ 北海道式石冠 N－１３ � 安山岩 （１７．１）１４．３ ５．４ ２２２０．０ F－２６周辺

図�－１１ ２９ 図版１７ 石錘 F－２３ � 安山岩 ７．１ ６．２ １．８ １３９．０

図�－１１ ３０ 図版１７ 石錘 G－１９ � 安山岩 ８．６ ７．１ ２．３ ２２０．０

図�－１１ ３１ 図版１７ 石錘 N－１５ � 安山岩 ８．２ ７．３ ２．８ ２３１．０

図�－１１ ３２ 図版１７ 石錘 M－１４ � 安山岩 ８．５ ７．４ ２．３ ２１８．０ F－２６周辺

図�－１１ ３３ 図版１７ 石錘 C－２７ � 安山岩 ９．４ ７．９ ３．４ ３３３．０

図�－１１ ３４ 図版１７ 石錘 L－１５ � 安山岩 （７．９） ９．３ ２．７ ２７６．０

図�－１１ ３５ 図版１７ 石錘 M－１５ � 安山岩 １１．４ １０．８ ３．３ ５３５．０

図�－１１ ３６ 図版１７ 石錘 C－２９ � 安山岩 １３．３ ９．４ ３．９ ５９３．０

図�－１１ ３７ 図版１７ 石錘 G－１９ � 緑色片岩 １２．０ １２．３ ３．０ ６７７．０ 片麻岩？

図�－１１ ３８ 図版１７ 台石 B－２７ � 安山岩 （１３．８）（１６．３）（７．２）２０３６．０

図�－１１ ３９ 図版１７ 石皿 L－１５ � 安山岩 （１３．８）（１１．６） ６．５ １０２５．０
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� まとめ

１．平成１８年度調査区の遺構と遺物

虎杖浜２遺跡は古くから貝塚の存在が知られる。過年度の調査で縄文時代前期中葉の貝塚を伴う集

落跡が調査され、竪穴住居跡２８軒ほか多数の遺構が検出された。今年度の調査区は集落のある台地の

東縁辺斜面部にあたり、虎杖浜隧道の真上を含む。調査の結果、「撹乱貝層」と焼土６ヵ所が検出さ

れ、土器・石器等が約１，２００点出土し、貝類・骨片など動物遺存体約３００�を回収した。

撹乱貝層

もとは台地上に形成された貝塚から押土されたとみられる貝層で、平成１３年度調査区の延長部にあ

たる。調査区北端部約１２０�の範囲に最大約２．５ｍの厚さをもって堆積していた。回収された動物遺存

体のうち、魚類はブリ・マダイ・ヒラメなど暖流域に見られるものが多い。貝類は汽水域に棲息する

ヤマトシジミが主体である。浅海からはコタマガイ・ウバガイ・アサリなどの二枚貝やヒメエゾボラ

などの巻貝が得られる。また岩礁部付近ではウニ類・マガキや多くの巻貝が採取できる。さらにアシ

カ・オットセイなどの海棲獣が姿を見せる。一方陸棲獣ではニホンジカが最も多く、焼骨も多いこと

から、重要な食料資源であったことがうかがえる。倶多楽山を背景とした森林の広がる台地、虎杖浜

台地南端部が太平洋に突き出た岩礁域から砂浜海岸、そして縄文海進期において今では見られない潟

湖のような汽水域が広がり、多様な環境の下で多種の動物が得られたことが改めて示された。

焼土と周辺の遺物

焼土はすべて斜面の黒色土中で検出された。うち一ヵ所（F－２６）は厚さ２０�ほどの被熱層をもつ。

斜面上方の台地上の竪穴住居群付近では、これほど厚みのある焼土は検出されていない。台地肩部か

ら約１０ｍ下った斜面上にあり、傾斜を利用して効率よく火が当てられるなどの特質を利用した焼成行

為が長時間行われたか、あるいは開かれた台地上では強風に見舞われることもあるため風の穏やかな

斜面を利用したことも考えられる。

焼土の周辺では斜面上方と下方に遺物が散在しており、傾斜に沿った帯状の活動の跡（または遺物崩

落の跡）がある。周辺の地形をみると、大きく削平された調査区北部は虎杖浜隧道の真上にあたるが

残存部から推定してトンネル出入口側にやや張り出す地形であったと想定される。また調査区南部も

トンネル出入口側へ傾斜している。焼土と遺物の散在するMライン付近は谷状に最も湾入している

部分であり、台地上の竪穴住居群から現在のトンネル出入口付近で低地に下り、現在の虎杖浜集落付

近に広がっていたであろう潟湖や海岸部へ通じる最短のルートとして利用されていたと考えられる。

遺物

過年度の調査同様、土器が石器類の出土量に比べ少ないことが当遺跡の大きな特徴の一つである。

撹乱貝層から出土した土器は大部分が円筒土器下層 a式であり、遺跡全体の主体時期である。東北

地方と関連のある土器片がわずかに出土した。調査区北部では縄文早期中葉～後葉、中部以南では後

期や晩期の土器が少数見られ、これらの時期にもわずかではあるが活動の跡が見られる。石器は、フ

レイクなど石器製作過程の遺物はほとんどなく、完形や半完形のものが単独で出土する例が多い。つ

まみ付きナイフ・石斧・北海道式石冠・石錘が多く、特に長さ１６�に及ぶ大型の頁岩製つまみ付きナ

イフは目を見張るものである。北海道式石冠は典型的な形状から外れるものが多い。骨角器は、銛頭

・骨針・装身具など形状が明瞭なものが数少ないながらもみられた。 （阿部）

� まとめ
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南北海道考古学情報交換会編（１９９５）『円筒土器下層式図録集』

�北海道埋蔵文化財センター（１９９７）『美々・美沢－新千歳空港の遺構と遺物－』

末光正卓（２００３）「白老町・文化財・発掘調査・思い出」『仙台藩白老元陣屋資料館報』第８・９合併号

仙台藩白老元陣屋資料館

水島敏博・鳥澤雅監修（２００３）『漁業生物図鑑 新 北のさかなたち』北海道新聞社

�北海道埋蔵文化財センター（２００４）『遺跡が語る北海道の歴史 －�北海道埋蔵文化財センター２５周年記念誌－』

宇田川洋（２００５）『増補改訂 アイヌ伝承と砦』北海道出版企画センター

奥谷喬司（２００６）『日本の貝１ 巻貝』フィールドベスト図鑑１８ 廣済堂

奥谷喬司（２００６）『日本の貝２ 二枚貝・陸貝・イカ・タコほか』フィールドベスト図鑑１９ 廣済堂
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写 真 図 版



図版１ 遺跡全景ほか

１．遺跡遠景（E→） ２．虎杖浜隧道から見た遺跡（E→）

３．表土除去�（SE→） ４．表土除去�（W→）

５．�層上面（NW→）

→



図版２ 周辺の遺跡

１．アヨロ遺跡～カムイエカシチャシ（W→） ２．カムイエカシチャシ（W→）

３．カムイミンタルチャシ（N→） ４．虎杖浜１遺跡（NE→）

５．ポンアヨロ遺跡（NE→） ６．ポンアヨロ３遺跡（NW→）

７．虎杖浜４遺跡（S→） ８．虎杖浜５遺跡（W→）



図版３ 調査区土層断面

１．Mライン土層断面（SE→）

２．M－１５区土層断面（S→） ３．Mライントレンチ調査状況（NW→）

４．J-K ライン土層断面�（SE→） ５．J-K ライン土層断面�（S→）



図版４ 撹乱貝層の調査

１．撹乱貝層断面（SE→）

２．撹乱貝層の水洗作業�（NW→） ３．撹乱貝層の水洗作業�

４．撹乱貝層の遺物回収作業（SE→） ５．動物遺存体の分類作業



図版５ 焼土（１）

１．F－２６検出（E→） ２．F－２６と周辺の遺物（E→）

３．F－２６断面（S→）



図版６ 焼土（２）・遺物出土状況

１．F－２９（E→） ２．F－３１（SW→）

３．F－２８（S→） ４．石槍出土状況（W→）

５．G－２３区土器出土状況（W→）



図版７ 調査状況

１．２５％調査状況（W→）

３．包含層調査状況�（NW→）

２．包含層調査状況�（NW→） ４．包含層調査状況�（NW→）



図版８ 完掘

１．完掘（�層上面）�（S→）

２．完掘（�層上面）�（W→）
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図版９ 撹乱貝層出土の遺物（１）

１．撹乱貝層出土の土器
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図版１０ 撹乱貝層出土の遺物（２）

１．撹乱貝層出土の石器�
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図版１１ 撹乱貝層出土の遺物（３）

１．撹乱貝層出土の石器�
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図版１２ 撹乱貝層出土の遺物（４）

１．撹乱貝層出土の石器�
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図版１３ 撹乱貝層出土の遺物（５）

１．骨角器・解体痕等のある骨片
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図版１４ 包含層出土の遺物（１）

１．包含層出土の土器�
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図版１５ 包含層出土の遺物（２）

１．包含層出土の土器�

２．包含層出土の復元土器

３．F－２８出土の石器

４．包含層出土の石器�
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図版１６ 包含層出土の遺物（３）

１．包含層出土の石器�
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図版１７ 包含層出土の遺物（４）

１．包含層出土の石器�
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図版１８ 動物遺存体（１）

１．ウニ・貝�
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図版１９ 動物遺存体（２）

１．貝�
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図版２０ 動物遺存体（３）

１．魚骨� ブリ
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図版２１ 動物遺存体（４）

１．魚骨� タイ
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図版２２ 動物遺存体（５）

１．魚骨� スズキ・ヒラメ・フグほか
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図版２３ 動物遺存体（６）

１．魚骨� カサゴ類・アイナメ・サメ類ほか
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図版２４ 動物遺存体（７）

１．鳥類・小獣骨
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図版２５ 動物遺存体（８）

１．獣骨� アシカ



２０

１４

８

７

１

１５

２１

９

１６

２

３

４

１７

１１

１０

２２

１８

５

１２

１９

２３

１３

６

図版２６ 動物遺存体（９）

１．獣骨� オットセイ・イルカほか
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図版２７ 動物遺存体（１０）

１．獣骨� シカ
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図版２８ 動物遺存体（１１）

１．獣骨� シカ



図版１８～２８ 動物遺存体写真キャプション

図版１８ ウニほか・貝� マダイ１０ 主上顎骨 L フサカサゴ科 ２ 前上顎骨 L 図版２５ 獣骨� アシカ
ウミウニ綱 １ ウニ 多孔板 １１ 歯骨 R ３ 主上顎骨 R ニホンアシカ １ 歯

２ ウニ 中間骨 １２ 歯骨 L ４ 主上顎骨 L ２ 下顎骨 L
３ ウニ 上生骨 １３ 角骨 R ５ 口蓋骨 L ３ 下顎骨 L
４ ウニ 顎骨 １４ 角骨 L ６ 前鋤骨 ４ 軸椎
５ ウニ 殻 １５ 口蓋骨 R ７ 歯骨 R ５ 胸椎
６ ウニ 棘 １６ 口蓋骨 L ８ 歯骨 L ６ 上腕骨 R
７ ハスノハカシパン １７ 方形骨 R ９ 角骨 R ７ 橈骨 L

甲殻綱 ８ チシマフジツボ １８ 方形骨 L １０ 方形骨 R ８ 尺骨 L
９ オニフジツボ １９ 舌顎骨 R １１ 方形骨 L ９ 寛骨 R

１０ オニフジツボ ２０ 後側頭骨 R １２ 舌顎骨 L １０ 寛骨 R
多板綱１１ エゾヤスリヒザラガイ ２１ 後側頭骨 L １３ 後側頭骨 L １１ 大腿骨 R
腹足綱１２ オウヨウラクガイ ２２ 前鰓蓋骨 R １４ 上擬鎖骨 L １２ 脛骨 L

１３ ホソウミニナ ２３ 前鰓蓋骨 L １５ 擬鎖骨 L １３ 腓骨
１４ アラムシロ ２４ 主鰓蓋骨 R １６ 前鰓蓋骨 R １４ 踵骨 L
１５ クロスジムシロガイ ２５ 上擬鎖骨 R １７ 主鰓蓋骨 R １５ 距骨 R
１６ ムギガイ ２６ 上擬鎖骨 L １８ 主鰓蓋骨 L １６ 膝蓋骨 R
１７ ヘソアキクボガイ ２７ 肩甲骨 R １９ 肩甲骨 L １７ 橈側手根骨 L
１８ アツタマキビ ２８ 肩甲骨 L ２０ 角舌骨 L １８ 手根骨
１９ タマキビ ２９ 上位下舌骨 L ２１ 上舌骨 L １９ 足根骨
２０ エゾタマキビ ３０ 下位下舌骨 L ２２ 第１腹椎 ２０ 中手骨

二枚貝綱 ２１ イソシジミガイ ３１ 角舌骨 L ２３ 腹椎 ２１ 中足骨
２２ コベルトフネガイ ３２ 上舌骨 L ２４ 尾椎 ２２ 基節骨

図版１９ 貝� ３３ 第１腹椎 ２５ 下尾骨 ２ ２３ 中節骨
腹足綱 １ アカニシ ３４ 第１腹椎 ２６ 下尾骨 ３ ２４ 末節骨

２ ヒメエゾボラ ３５ 第２腹椎 アイナメ ２７ 前上顎骨 R 図版２６ 獣骨� オットセイほか
３ チヂミボラ ３６ 腹椎 ２８ 前上顎骨 L オットセイ １ 頭蓋骨
４ ヒレガイ ３７ 腹椎 ２９ 主上顎骨 R ２ 歯
５ イボニシ ３８ 尾椎 ３０ 主上顎骨 L ３ 歯
６ エゾタマガイ ３９ 尾椎 ３１ 前鋤骨 ４ 舌骨
７ ユキノカサガイ ４０ 尾椎 ３２ 副蝶形骨 ５ 環椎

二枚貝綱 ８ エゾヒバリガイ ４１ 尾椎 ３３ 歯骨 R ６ 軸椎
９ イガイ ４２ 第１血管棘 ３４ 歯骨 L ７ 肩甲骨 L（幼獣）

１０ ホタテガイ ４３ 無担鰭棘 ３５ 角骨 R ８ 上腕骨 R
１１ ホタテガイ ４４（後２）血管棘 ３６ 角骨 L ９ 橈骨 R
１２ マガキ ４５（尾骨） ３７ 方形骨 R １０ 寛骨 L
１３ ヤマトシジミ ４６（尾骨）骨瘤 ３８ 方形骨 L １１ 寛骨 L
１４ ヤマトシジミ ４７ 尾部棒状骨 ３９ 口蓋骨 R １２ 大腿骨 R
１５ アサリ ４８ 下尾骨 ２ ４０ 角舌骨 R １３ 脛骨 L
１６ ヌノメアサリ ４９ 下尾骨 ３ ４１ 主鰓蓋骨 R １４ 尺骨 R
１７ バカガイ 図版２２ 魚骨� ヒラメほか ４２ 第１腹椎 １５ 距骨 R
１８ シラトリガイモドキ スズキ １ 前鋤骨 ４３ 腹椎 １６ 手根骨
１９ ウチムラサキ ２ 歯骨 R ４４ 腹椎 １７ 足根骨
２０ ハマグリ ３ 主鰓蓋骨 R ４５ 尾椎 １８ 中足骨
２１ コタマガイ ４ 腹椎 ウグイ ４６ 咽頭骨 １９ 基節骨
２２ サラガイ ５ 尾椎 ４７ 椎骨 イルカ類 ２０ 鼓室部 R
２３ ウバガイ ヒラメ ６ 前鋤骨 ４８ 椎骨 ２１ 椎骨
２４ ビノスガイ ７ 前上顎骨 R イトウ ４９ 椎骨 ２２ 椎骨
２５ ナミガイ ８ 前上顎骨 L ５０ 椎骨 クジラ類 ２３ 椎間板

図版２０ 魚骨� ブリ ９ 主上顎骨 L サケ ５１（遊離）歯 図版２７ 獣骨� シカ
ブリ １ 前鋤骨 １０ 口蓋骨 L ５２ 椎骨 ニホンジカ １ 頭蓋骨（角座）

２ 副蝶形骨 １１ 歯骨 R カジカ ５３ 咽頭骨 ２ 角
３ 外後頭骨 １２ 歯骨 L サバ ５４ 椎骨 ３ 下顎骨 L
４ 基後頭骨 １３ 角骨 R ５５ 椎骨 ４ 軸椎
５ 前上顎骨 R １４ 角骨 L ニシン ５６ 耳骨 ５ 上腕骨 L
６ 前上顎骨 L １５ 方形骨 R ５７ 方形骨 ６ 肩甲骨 R
７ 主上顎骨 R １６ 方形骨 L ５８ 椎骨 ７ 橈骨 L
８ 主上顎骨 L １７ 下位下舌骨 R カマス ５９ 椎骨 ８ 橈骨 L
９ 歯骨 R １８ 角舌骨 R アカエイ科 ６０ 椎体 ９ 尺骨 R

１０ 歯骨 L １９ 前鰓蓋骨 R ６１ 椎体 １０ 寛骨 R
１１ 角骨 R ２０ 上擬鎖骨 L エイ類 ６２ 鱗板 １１ 大腿骨 R
１２ 角骨 L ２１ 擬鎖骨 R トビエイ科 ６３ 歯板 １２ 大腿骨 L
１３ 口蓋骨 R ２２ 擬鎖骨 L サメ類 ６４ 椎体 １３ 脛骨 L
１４ 口蓋骨 L ２３ 尾舌骨 ６５ 椎体 １４ 脛骨 L
１５ 方形骨 R ２４ 第１腹椎 ６６ 歯 １５ 腓骨
１６ 方形骨 L ２５ 第２・３腹椎 ツノザメ ６７ 椎体 図版２８ 獣骨� シカ
１７ 舌顎骨 R ２６ 腹椎 ６８ 背鰭棘 ニホンジカ １ 中手骨 L
１８ 前鰓蓋骨 R ２７ 腹椎 チョウザメ ６９ 硬鱗 ２ 中手骨 R
１９ 前鰓蓋骨 L ２８ 尾椎 図版２４ 鳥類・小獣骨 ３ 中足骨 R
２０ 主鰓蓋骨 R ２９ 尾椎 ヘビ類 １ 椎骨 ４ 中足骨 L
２１ 主鰓蓋骨 L ３０ 下尾骨 ２ カモメ類 ２ 脛骨 ５ 距骨 R
２２ 肩甲骨 R ３１ 下尾骨 ３ カラス類 ３ 上腕骨 R ６ 踵骨 R
２３ 肩甲骨 L カレイ類 ３２ 第１腹椎 ４ 上腕骨 L ７ 踵骨 L
２４ 下位下舌骨 R ３３ 腹椎 リス？ ５ 上腕骨 L ８ 距骨 L
２５ 角舌骨 R ３４ 第１血管間棘 ネコ（現代?） ６ 下顎骨 R ９ 膝蓋骨 L
２６ 鰓条骨 フグ科 ３５ 前上顎骨 R クマネズミ ７ 頭骸骨（上顎） １０ 果骨 L
２７ 血管棘 ３６ 前上顎骨 L ８ 下顎骨 R １１ 種子骨
２８１２番目の血管棘 ３７ 口蓋骨 R ９ 環椎 １２ 種子骨
２９ 第１腹椎 ３８ 口蓋骨 L １０ 椎骨 １３ 尺側手根骨 R
３０ 第１腹椎 ３９ 方形骨 R １１ 上腕骨 R １４ 中間手根骨 R
３１ 第２腹椎 ４０ 方形骨 L １２ 上腕骨 L １５ 橈側手根骨 R
３２ 腹椎 ４１ 歯骨+角骨 R １３ 寛骨 R １６ 第２・３手根骨 R
３３ 腹椎 ４２ 歯骨+角骨 L １４ 寛骨 L １７ 副手根骨 R
３４ 腹椎 ４３ 主鰓蓋骨 R １５ 大腿骨 R １８ 中間手根骨 L
３５ 尾椎 ４４ 主鰓蓋骨 L １６ 大腿骨 L １９ 尺側手根骨 L
３６ 尾椎 ４５ 角舌骨 R １７ 脛骨 ２０ 副手根骨 L
３７ 尾椎 ４６ 後翼状骨 R エゾタヌキ １８ 歯 ２１ 第２・３手根骨 L
３８ 尾部棒状骨 ４７ 後翼状骨 L １９ 歯 ２２ 第４手根骨 L
３９ 下尾骨 ２ ４８ 椎骨 ２０ 肩甲骨 ２３ 第１足根骨 R
４０ 下尾骨 ３ ４９ 鰓条骨 ２１ 中手骨 ２４ 第２・３足根骨 R

図版２１ 魚骨� タイ ボラ ５０ 主鰓蓋骨 R ２２ 基節骨 ２５ 中心・第４足根骨 R
マダイ １ 前頭骨 ５１ 主鰓蓋骨 L ２３ 中節骨 ２６ 中心・第４足根骨 L

２ 上後頭骨 ５２ 腹椎 キタキツネ ２４ 肩甲骨 ２７ 第２・３足根骨 L
３ 外後頭骨 ５３ 尾椎 ２５ 上腕骨 ２８ 第１足根骨 L
４ 基後頭骨 マグロ類 ５４ 椎骨 ２６ 寛骨 ２９ 基節骨 R
５ 前鋤骨 ５５ 椎骨 ２７ 尺骨 ３０ 中節骨 R
６ 副蝶形骨 ５６ 終尾椎 ２８ 椎骨 ３１ 末節骨 R
７ 前上顎骨 R ５７ 血管棘 ２９ 基節骨 ３２ 基節骨 L
８ 前上顎骨 L 図版２３ 魚骨� カサゴ類ほか ３０ 中節骨 ３３ 中節骨 L
９ 主上顎骨 R フサカサゴ科 １ 前上顎骨 R ３１ 末節骨 ３４ 末節骨 L
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獣骨・魚骨他

やや多量出土
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